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①

県
立
久
住
高
原
農
業
高
校
が
開
校

令
和
新
時
代
に
夢
は
ぐ
く
む

作
詞
・
作
曲
　
Ｄ
Ｒ
Ｕ
Ｍ
　
Ｔ
Ａ
Ｏ

一
　
青
く
光
る
　
大
空
見
つ
め

　
　
両
手
を
広
げ
　
夢
仰
ぎ

　
　
輝
く
風
が
　
勇
気
を
さ
さ
や
き

　
　
ど
こ
ま
で
も
続
く

　
　
く
じ
ゅ
う
の
高
原

　
　
美
し
き
命
を
　
育
て
未
来
へ
繋
げ

　
　
小
さ
な
学
び
舎
の
　
誇
り
高
き

二
　
響
き
渡
る
　
大
地
の
鼓
動

　
　
た
く
ま
し
き
力
　
友
と
合
わ
せ
て

　
　
溢
れ
る
思
い
を

　
　
見
つ
め
る
地
平
線

　
　
太
陽
き
ら
め
く

　
　
く
じ
ゅ
う
の
高
原

　
　
美
し
き
命
を
　
育
て
未
来
へ
繋
げ

　
　
小
さ
な
学
び
舎
の
　
誇
り
高
き

　
　
輝
く
風
が
　
勇
気
を
さ
さ
や
き

　
　
ど
こ
ま
で
も
続
く

　
　
く
じ
ゅ
う
の
高
原

　
　
ど
こ
ま
で
も
続
く

　
　
く
じ
ゅ
う
の
高
原

↑農業の英語表記「アグリカルチャー」の頭文
字「Ａ」と、稲や水をイメージしたデザイン
で、久住高原と自然の豊かさを表現した校章
が刺繍された校旗

↑入学式で新入生を代表して宣誓を読み上げる中村凜夏さん

　満開の桜が咲き誇る４月９日、県内

唯一の農業科単独校、大分県立久住高

原農業高等学校（小俣秀之校長）が開

校しました。

　くじゅう連山が見渡せる同校体育館

で行われた開校式と入学式では、新調

された制服に身を包んだ新入生と在校

生64人、関係者ら約200人が出席。

新たなスタートを喜びました。

久
住
高
原
の
雄
大
な
風
景
に

刻
む
和
太
鼓
の
リ
ズ
ム

校
歌
「
Ｋ
Ａ
Ｂ
Ｏ
Ｓ
Ｕ
」

単
独
校
化
・

全
国
公
募
が
実
現

　
前
身
の
県
立
三
重
総
合
高
校
久

住
校
は
、
昭
和
23
年
に
県
立
竹
田

高
校
定
時
制
都
野
分
校
と
し
て
開

校
し
、
県
農
業
の
発
展
と
地
域
の
産

業
振
興
に
貢
献
す
る
人
材
の
育
成

を
図
る
た
め
、
地
域
に
根
ざ
し
た
実

践
的
な
農
業
教
育
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　
同
校
で
は
、
く
じ
ゅ
う
山
系
の
大

船
山
・
黒
岳
の
清
掃
登
山
、
実
習
で

育
て
た
農
産
物
を
販
売
す
る
学
園

祭
、
全
国
大
会
の
常
連
と
な
っ
た
農

業
ク
ラ
ブ
活
動
や
全
国
和
牛
能
力

共
進
会
宮
城
大
会
で
優
良
賞
を
獲

得
し
た「
う
し
部
」な
ど
の
部
活
動
、

そ
し
て
食
の
安
全
・
安
心
に
対
す
る

Ｇ
Ａ
Ｐ（
農
業
生
産
工
程
管
理
）
認

証
な
ど
、
特
色
の
あ
る
取
り
組
み
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
近
年
は
生
徒
の
定
員
割

れ
が
続
い
て
お
り
、
地
域
農
業
の
衰

退
を
危
惧
し
た
市
民
団
体
「
久
住

校
を
育
て
る
市
民
の
会
」
が
、
単
独

校
化
と
生
徒
の
全
国
募
集
を
県
教

育
委
員
会
に
働
き
か
け
。
昨
年
秋
に

「
久
住
高
原
農
業
高
校
」
の
開
校
が

正
式
に
決
定
し
、
市
も
学
生
寮
を
建

設
す
る
な
ど
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
行
い

ま
し
た
。

 

歴
史
に
新
た
な

　
　
　
　
１
ペ
ー
ジ

　
式
で
は
、
工
藤
利
明
県
教
育
長
が

開
校
を
宣
言
し
、
県
立
鶴
崎
工
業
高

校
３
年
（
応
募
当
時
）
の
後
藤
咲
希

さ
ん
の
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
校
章
が
あ

し
ら
わ
れ
た
校
旗
が
、
小
俣
校
長
に

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
安
東
隆
県
副
知
事
が
「
地
域
の

核
と
な
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、

農
業
科
単
独
校
と
し
て
新
た
な
一
歩

を
踏
み
出
し
た
こ
と
に
大
き
な
期

待
を
抱
い
て
い
る
。
恵
ま
れ
た
自
然

環
境
の
も
と
、
実
践
的
な
農
業
教
育

に
取
り
組
み
、
地
域
に
愛
さ
れ
る
高

校
と
し
て
発
展
す
る
こ
と
を
願
う
」

と
あ
い
さ
つ
。
久
住
高
原
を
拠
点
に

活
動
す
る
和
太
鼓
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

集
団
「
Ｄ
Ｒ
Ｕ
Ｍ
　
Ｔ
Ａ
Ｏ
」

が
、
雄
大
な
自
然
の
中
で
命

を
育
ん
で
い
く
生
徒
た
ち
を

イ
メ
ー
ジ
し
、
作
詞
・
作
曲
し

た
校
歌
「
Ｋ
Ａ
Ｂ
Ｏ
Ｓ
Ｕ
」
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

　
新
入
生
34
人
が
拍
手
で
迎
え
ら

れ
た
入
学
式
で
は
、
小
俣
校
長
が

「
70
年
に
わ
た
る
久
住
校
の
歴
史
と

伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
開
校
し
た
久

住
高
原
農
業
高
校
。
農
業
の
実
践

教
育
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
こ
の
高

校
で
、
挑
戦
す
る
気
持
ち
を
常
に
持

ち
、
多
く
の
仲
間
と
夢
を
実
現
し
て

く
だ
さ
い
」
と
式
辞
。

　
新
入
生
を
代
表
し
て
、
中
村
凜

夏
さ
ん
が
「
令
和
の
年
に
新
し
い
出

発
を
迎
え
た
久
住
高
原
農
業
高
校

の
一
員
に
な
れ
た
こ
と
を
誇
り
に
思

う
。
人
の
命
を
育
む
農
業
の
大
切
さ

を
学
び
、
知
識
や
専
門
性
を
深
め
る

と
と
も
に
、
久
住
高
原
の
自
然
と
文

化
を
次
世
代
に
繋
ぐ
人
材
と
し
て

貢
献
で
き
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
」

と
宣
誓
し
ま
し
た
。

お  また ひで ゆき

さ
　
き

と
し
あ
き

あ
ん
ど
う
た
か
し

か

り
ん
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5月号

今月の目次　Lineup

人口のうごき

※平成31年４月１日現在の住民基本台帳による

　　　　　　　　　 （ 前 月 比 ）

人　口　21,644  人 　（－119 人 ）

男　性　10,141  人 　（－ 37 人 ）

女　性　11,503  人 　（－ 82 人 ）

世帯数　10,204 世帯 （－ 25世帯）

令和新時代に夢はぐくむ

久住校に生産局長賞 など

竹田－阿蘇間が事業化 ほか

たけたんトピックス

第72回大分県民体育大会 など

グランツたけたからのお知らせ

学び舎／まるごと博物館

人権シリーズぬくもり／たけたん新電力 ほか

たけたんカレンダー

たけたんインフォ

たけたんインフォ／ふるさと求人情報 ほか

休日・夜間の在宅当番医院／市民が主

役！健康一直線

図書館に行こう！

市長コラム「有由有縁」

令和新時代を翔ける ほか

郷土の植物／すくすく１歳／アッパレ！

100歳／誕生おめでとう

2

4

5

6

8

9

10

11

12

14

19

20

21

22

23

24

■今月の表紙

新元号「令和」を、大筆でダイナミックに表現した

竹田高校書道部の森唯那部長（３年・緑ヶ丘中出身）。

「新しい元号には、気持ちを新たにみんなで日々の

練習に頑張っていこうと思いを込めた。国内外の高

校生たちが書道の腕を競う国際高校生選抜書展（書

の甲子園）で全国優勝を勝ち取りたい」

和紙にしたためた「令和」のように、優しさのなか

にも力強さを感じる、森さんのその思い。

令和元年、書の道で全国一をめざす書道部の皆さん

の活躍を期待しています！

■題　　字　草刈樵峰（竹田市在住の書家）

↑（左から）男子寮、研修施設「くじゅうアグリ創生塾」、女子寮

充実した学生生活に向け

男女の学生寮が完成
　開校式に先立つ４月３日、市が建設した

学生寮の落成式が行われました。

　新築の学生寮は鉄筋コンクリート造３階

建て、延べ床面積は約1325平方メートル。

全室２人部屋で男子寮29室、女子寮12室の

全41室を整備。冷暖房完備の各室にはベッ

ドと一体型の机を２台据え付け、各階に洗

濯機と衣類乾燥機を設置、テレビと冷蔵庫

を備えた談話室も設けられています。

　総 工 費 は 約 ３ 億8400万 円。事 業 費 の

95％に充てられる合併特例債（うち70％

は国の交付税措置）を活用し、市の一般財

源は1900万円あまり。

　寮の管理は市が行い、今年度の入寮生45

人が充実した学生生活を送れるよう、同校

と協議を進めながら運営を行っていきます。

↑中村凜夏さん

↑思い思いの「令和」を手にする書道部２、
３年生の皆さん

特
色
の
あ
る

　
新
科
目
を
設
定

　
同
校
で
は
大
学
や
研
究
機
関
等

と
連
携
し
、
栽
培
か
ら
加
工
・
販
売

ま
で
生
徒
自
身
が
考
え
、
企
画
す
る

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
Ｍ
ｙ
農
場
」、
本
市

の
歴
史
や
気
候
、
地
域
農
業
の
現
状

や
課
題
に
つ
い
て
学
習
す
る
「
竹
田

久
住
高
原
学
」
を
新
た
な
科
目
に

設
定
。
ま
た
、
農
業
系
学
科
の
あ
る

県
内
９
校
の
生
徒
が
共
に
学
び
を

深
め
る
県
の
研
修
施
設
「
く
じ
ゅ
う

ア
グ
リ
創
生
塾
」
を
活
用
し
た
農
業

者
の
育
成
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
農
業
科
単
独
校
と
し
て
、
新
た
な

１
ペ
ー
ジ
を
刻
ん
だ
同
校
が
、
魅
力

や
特
色
あ
る
取
り
組
み
を
進
め
、
担

い
手
不
足
に
悩
む
地
域
農
業
の
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

 

世
界
に
羽
ば
た
く

　
　
人
材
育
成
を

　「
久
住
校
を
育
て
る
市
民
の
会
」

の
会
員
で
、
同
窓
会
長
の
山
坂
勇
さ

ん
（
75
歳
）
は
「（
開
校
に
）
地
域

の
悲
願
が
実
り
、
感
無
量
。
小
さ
な

学
校
だ
が
、
農
業
後
継
者
を
育
成

す
る
拠
点
校
と
し
て
、
地
域
農
業
を

支
え
、
世
界
に
羽
ば
た
く
人
材
が

育
っ
て
ほ
し
い
」
と
期
待
を
寄
せ
て

い
ま
し
た
。

　
新
入
生
の
志
賀
杏
唯
斗
さ
ん
（
久

住
中
出
身
）
は
「
中
学
校
に
出
前
授

業
に
来
た
先
輩
の
姿
に
憧
れ
、
入
学

し
た
。
曾
祖
父
母
の
代
か
ら
続
く
農

業
を
継
ぐ
た
め
、
生
産
性
を
向
上
さ

せ
る
野
菜
の
栽
培
方
法
に
つ
い
て
学

び
た
い
」、
た
だ
１
人
県
外
か
ら
進

学
し
て
き
た
染
矢
衛
志
さ
ん
（
福
岡

県
北
九
州
市
出
身
）
は
「
自
然
が
豊

か
で
空
気
が
キ
レ
イ
な
こ
の
高
校
を

選
ん
だ
。
寮
も
学
校
か
ら
近
く
、
冷

暖
房
が
整
っ
た
快
適
な
環
境
で
勉

学
に
打
ち
込
め
そ
う
。『
う
し
部
』

に
入
っ
て
、
畜
産
の
こ
と
を
多
く
学

び
、
将
来
に
活
か
し
た
い
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

や
ま
さ
か
い
さ
む

あ
　
い
　
と

そ
め  

や  

え
い  

し
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県内の高校では初

久住校に生産局長賞

農
事
組
合
法
人
甲
誠
牧
場
が
進
出

菅
生
に
畜
産
の
拠
点
施
設

↑受賞を喜ぶ（左から）花篭拓海さん、髙橋匠さん、
後藤裕喜教諭

↑（左から）立会人を務めた藤原隆司県豊肥
振興局長、首藤市長、農事組合法人甲誠
牧場の甲斐誠一理事長、立会人の県酪農
振興公社の本川一喜代表取締役

↑総勢26人となった協力隊員。皆さんの活躍を期待しています！

　
農
林
水
産
省
の
「
平
成
30
年
度

未
来
に
つ
な
が
る
持
続
可
能
な
農

業
推
進
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
Ｇ
Ａ
Ｐ
部

門
で
、
大
分
県
立
三
重
総
合
高
等
学

校
久
住
校
（
受
賞
時
）
が
県
内
の
高

校
で
は
初
と
な
る
生
産
局
長
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　
以
前
か
ら
環
境
保
全
型
農
業
を

実
践
し
て
い
た
同
校
で
は
、
よ
り
安

全
・
安
心
な
農
産
物
の
生
産
を
目
指

す
た
め
、
平
成
22
年
度
に
Ｇ
Ａ
Ｐ

（
農
業
生
産
工
程
管
理
）
を
導
入
、

平
成
24
年
に
認
証
を
取
得
し
ま
し

た
。

　
今
回
の
受
賞
は
、「
食
の
安
全
の

確
保
」「
環
境
保
全
型
農
業
の
実
践
」

「
農
業
者
の
労
働
安
全
の
確
保
」
を

図
る
と
と
も
に
、Ｇ
Ａ
Ｐ
導
入
の
プ

ロ
セ
ス
を
地
元
の
農
家
に
還
元
す
る

な
ど
、
７
年
に
わ
た
る
取
り
組
み
が

評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
「
継
続
し
て
き
た
こ
と
が
認
め
ら

れ
嬉
し
い
」
と
髙
橋
匠
さ
ん
（
３

年
）。
生
徒
が
主
体
と
な
り
、
作
業

前
の
手
洗
い
や
消
毒
を
徹
底
し
、
肥

料
や
農
機
具
等
の
管
理
方
法
を

ル
ー
ル
化
す
る
な
ど
、
生
産
管
理
工

程
を
点
検
し
、
外
部
機
関
の
審
査
に

も
対
応
。
現
在
で
は
同
校
で
生
産
す

る
キ
ャ
ベ
ツ
や
ト
マ
ト
な
ど
の
認
証

品
目
は
、
全
国
の
農
業
系
高
校
で
最

も
多
い
24
品
目
に
も
及
ん
で
い
ま

す
。

　
ま
た
、
同
校
の
卒
業
生
が
大
分
県

立
農
業
大
学
校
で
の
認
証
の
取
得

に
貢
献
す
る
な
ど
、Ｇ
Ａ
Ｐ
の
普
及

活
動
も
進
め
て
い
ま
す
。

　
髙
橋
さ
ん
は
「
今
後
は
Ｇ
Ａ
Ｐ

と
農
産
物
の
国
際
認
証
『
グ
ロ
ー

バ
ル
Ｇ
Ａ
Ｐ
』
を
比
較
研
究
し
、

地
域
の
実
情
や
ニ
ー
ズ
に
ど
ち
ら

が
適
合
し
て
い
る
か
検
証
し
た

い
」
、
花
篭
拓
海
さ
ん
（
３
年
）
は

「
将
来
の
夢
は
農
業
高
校
の
教
員

に
な
る
こ
と
。
学
ん
だ
こ
と
を
生

徒
に
伝
え
、
地
域
の
農
業
を
発
展

さ
せ
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　
同
校
で
は
今
後
も
活
動
を
継
続

し
、Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
の
農
産
物
を
扱
う

２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
食
材
の
提
供
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
農
事
組
合
法
人
甲
誠
牧
場
（
熊

本
県
阿
蘇
市
）
が
、
竹
田
市
菅
生
の

大
分
県
酪
農
振
興
公
社
が
所
有
す

る
畜
舎
を
借
り
受
け
、
肉
用
牛
を
肥

育
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
４
月
２

日
、
市
役
所
本
庁
舎
で
進
出
協
定

締
結
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
法
人
は
自
社
ブ
ラ
ン
ド
の
あ

か
牛
「
甲
誠
牛
」
の
生
産
、
肥
育
を

手
掛
け
、
グ
ル
ー
プ
会
社
に
よ
り
食

肉
加
工
、
販
売
と
一
貫
し
た
経
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
式
で
は
首
藤
市
長
と
同
法
人
の

甲
斐
誠
一
理
事
長
が
協
定
書
に
署
名

し
、
首
藤
市
長
は
「
畜
産
が
盛
ん
な

本
市
に
お
い
て
、
畜
産
関
連
の
企
業

進
出
は
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
。
現
地
で

の
雇
用
、
ま
た
現
地
法
人
の
立
ち
上

げ
を
視
野
に
、
肥
育
拠
点
と
し
て
の

役
割
を
担
っ
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
甲
斐
理
事
長
は
「
立
地
が
阿
蘇

市
に
近
く
、
畜
舎
建
設
に
係
る
初
期

投
資
を
抑
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
場
所
へ
の
進
出
を
決
め
た
。
地
元

か
ら
２
名
を
雇
用
す
る
予
定
で
、
設

備
の
補
修
が
終
わ
る
５
月
下
旬
ご

ろ
か
ら
飼
育
を
始
め
た
い
」
と
述
べ

ま
し
た
。

　
同
法
人
で
は
子
牛
４
０
０
〜
５
０

０
頭
を
10
〜
12
か
月
間
飼
育
す
る

計
画
で
、
黒
毛
和
牛
の
肥
育
や
飲
食

店
の
出
店
も
今
後
検
討
し
て
い
く

と
の
こ
と
で
す
。

　４月１日、平成31年度「地域おこし協力隊」の委

嘱式が市役所本庁舎で行われ、第７期協力隊員とし

て２人が新たに採用されました。

①前住所地　②勤務先（担当業務）　③抱負

山下　理奈さん

①埼玉県さいたま市　②商工観光課（竹

田キリシタン研究所）　③キリシタン研

究所で受付やガイド、ＰＲと、イコン画

の製作をしています。竹田のキリシタン文化を、ひと

味ちがう楽しい解説で紹介したいと思っています。皆

さまのお越しをお待ちしています。

川口　勝利さん

①別府市　②企画情報課（ケーブルネッ

トワークセンター）　③竹田市には雄大

な自然、畜産・農作物などがあり、その

全てが竹田市の財産です。それら竹田

の宝物を撮影した映像を、インターネットを活用しな

がら広く宣伝したいと思います。

新たに２人が竹田へ

やま した

かわ ぐち まさ とし

り　 な

竹田市地域
おこし協力隊 

久住校に生産局長賞 ほか

た
く
み

は
な
か
ご
た
く  

み
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　竹田市飛田川の竹田市立こども診療所が、竹田市

玉来に新築移転し、診療を始めました。

　新しいこども診療所は、昨年オープンした竹田市

総合文化ホール〈グランツたけた〉に近く、児童公

園「竹の子ひろば」に隣接。心身とも健やかな子ど

もたちの成長を願う拠点となります。

　診療所は木造一部２階建てで、延床面積は約376

平方メートル。

診 療 室 は 一 般

の診療室にアレ

ルギー外来、予

防接種の３室。

待 合 室 は 予 防

接 種 と 一 般 診

療 に 分 か れ て

います。

竹田久住 IC
（仮称）

道の駅すごう

久住

道の駅波野

JR豊肥線

熊本県
竹田市

竹田IC

荻支所

←

荻
地
域
の
子
育
て
の
拠
点
に

  竹田市立こども診療所

新築移転し、開所しました

大
分
・
熊
本
を
つ
な
ぐ

竹
田-

阿
蘇
間
が
事
業
化

↑くす玉を割り、事業化の決定を喜ぶ沿道自治体の関係者ら

↑竹田市玉来に新築移転した「竹田市立こども
診療所」。児童公園「竹の子ひろば」に隣接
し、子育て環境の充実が図られます

↑新築される荻認定こども園の完成イメージ。鉄骨造
平屋建てで約957平方メートル。事業費は４億４千万
円で、今年11月の完成をめざします

荻 IC
（仮称）

波野 IC
（仮称）

竹田西 IC
（仮称）

　
中
九
州
横
断
道
路
「
竹
田-

阿
蘇

間
」
の
新
規
事
業
化
が
決
ま
り
、
４

月
２
日
、
竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル

〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
〉
で
「
国
道
57

号
竹
田
阿
蘇
道
路
事
業
化
決
定
セ
レ

モ
ニ
ー
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
中
九
州
横
断
道
路
は
大
分
市
と

熊
本
市
を
結
ぶ
全
長
１
２
０
キ
ロ
の

地
域
高
規
格
道
路
。
平
成
６
年
度

に
計
画
路
線
に
指
定
さ
れ
、
平
成
18

年
度
に
犬
飼-

千
歳
間
（
４
・
３
キ

ロ
）、
翌
19
年
度
に
千
歳-

大
野
間

（
８
・
７
キ
ロ
）、
26
年
度
に
大
野

-

朝
地
間
（
６
・
３
キ
ロ
）
が
開
通
。

そ
し
て
、
今
年
１
月
に
は
待
望
の
朝

地-

竹
田
間
（
６
・
０
キ
ロ
）
が
完

成
し
、
供
用
を
始
め
ま
し
た
。
ま

た
、
熊
本
県
側
で
は
国
道
57
号
滝

室
坂
道
路
（
６
・
３
キ
ロ
）
の
う
ち
、

滝
室
坂
ト
ン
ネ
ル
（
仮
称
）
の
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
事
業
化
が
決
ま
っ
た
「
竹
田

-

阿
蘇
間
」
は
、
竹
田
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
か
ら
荻
町
を
経
由
し
、
滝

室
坂
道
路
（
波
野
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
（
仮
称
））
を
結
ぶ
全
長
22
・
５

キ
ロ
の
区
間
。
途
中
に
竹
田
久
住
、

竹
田
西
、
荻
の
３
か
所
の
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
（
い
ず
れ
も
仮
称
）
を
設

け
る
予
定
で
す
。
総
事
業
費
は
約
６

９
０
億
円
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
国
や
県
、
大

分
・
熊
本
両
県
の
沿
道
自
治
体
の
関

係
者
な
ど
約
40
人
が
出
席
。
市
長

や
市
議
会
議
長
ら
11
人
が
く
す
玉

を
割
り
、
同
区
間
の
事
業
化
を
喜
び

ま
し
た
。

　
国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局

大
分
河
川
国
道
事
務
所
の
樋
口
尚

弘
所
長
は
「
地
域
の
支
援
を
い
た
だ

き
、
新
規
事
業
化
と
な
っ
た
。
１
日

も
早
く
完
成
す
る
よ
う
全
力
で
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
あ
い
さ

つ
。
中
九
州
・
地
域
高
規
格
道
路
促

進
期
成
会
副
会
長
の
首
藤
竹
田
市

長
は
「
道
路
開
通
が
も
た
ら
す
地
域

の
経
済
効
果
は
大
き
い
。
完
成
に
向

け
、
両
県
力
を
合
わ
せ
て
事
業
を
推

進
し
よ
う
」、
同
会
長
の
佐
藤
義
興

阿
蘇
市
長
は
「
計
画
路
線
の
決
定

か
ら
25
年
。
両
県
を
つ
な
ぐ
象
徴
的

な
道
路
の
事
業
化
が
決
ま
り
、
言
葉

に
な
ら
な
い
喜
び
を
感
じ
る
。
沿
線

住
民
の
暮
ら
し
や
物
流
の
向
上
、
救

急
救
命
の
迅
速
化
、
ま
た
災
害
時
の

国
道
57
号
の
代
替
路
と
し
て
役
割

を
期
待
し
て
い
る
」と
述
べ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
１
億
９
８
０
０
万
円
の

事
業
費
が
計
上
さ
れ
、
同
区
間
の
調

査
や
設
計
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

　
４
月
８
日
、
荻
保
育
園
跡
地
に
建

設
さ
れ
る
「
荻
認
定
こ
ど
も
園
」
の

安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
に
市
か
ら
市
社
会
福

祉
協
議
会
に
移
管
さ
れ
た
際
、
老
朽

化
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
荻
保
育
園
。

園
舎
の
建
て
替
え
と
、
教
育
と
保
育

を
一
体
的
に
提
供
し
、
地
域
の
子
育

て
支
援
を
行
う
「
認
定
こ
ど
も
園
」

へ
の
移
行
協
議
が
３
年
に
わ
た
り
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
関
係
者
約
30
人
が
出
席
し
た
神
事

で
は
、
同
協
議
会
の
野
田
良
輔
会
長

ら
が
玉
串
を
捧
げ
、
施
設
の
無
事
完

成
を
祈
願
し
ま
し
た
。
野
田
会
長
は

「
立
地
の
選
定
や
設
計
に
議
論
を
重

ね
て
き
た
。
子
育
て
の
拠
点
と
な
る

よ
う
期
待
し
て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
今
年
11
月
の
完
成
を
め
ざ
し
、
工

事
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

竹田－阿蘇間が事業化 ほか

ひ 

ぐ
ち 

た
か

ひ
ろ

よ
し
お
き
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たけたんトピックス

楽
し
く
元
気
に
介
護
予
防

↑竹田ヘルスフィットネスのインストラク

ターの指導で、ストレッチを行う参加者。

３か月を経過後は、市内各地域の教室で運

動を継続してもらう予定です

↑「愛育班とともに歴史を拓い

て、はや10年」の手記で入選

した井上登志子会長（左）と、

愛育班活動功労者表彰を受賞

した吉田まり子保健師

　
４
月
２
日
、
竹
田
市
飛
田
川
の
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
和
の
郷
で
、

市
の
介
護
予
防
事
業
「
す
ご
ー
く

元
気
　
週
一
運
動
教
室
」
の
開
所

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
方
を
対

象
と
し
た
「
す
ご
ー
く
元
気
に
な

る
教
室
」
は
、
平
成
26
年
に
ス
タ
ー

ト
。
月
２
回
の
教
室
を
市
内
17
か

所
で
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、
今

回
、
医
療
法
人
雄
仁
会
か
ら
設
備

が
整
っ
た
同
施
設
の
一
部
を
借
り
受

け
、
よ
り
効
果
的
に
運
動
機
能
や

認
知
機
能
の
向
上
を
図
る
た
め
、

週
１
回
の
教
室
を
開
催
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
14
人
が
腕
や
脚
を
伸

ば
す
ス
ト
レ
ッ
チ
や
体
力
測
定
な

ど
を
行
い
、
参
加
者
の
一
人
、
眞
井

秋
代
さ
ん
（
95
歳
・
高
山
）
は
「
み

ん
な
で
一
緒
に
活
動
で
き
て
楽
し

い
」
と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

愛
育
班
活
動
で
表
彰

　
４
月
４
日
に
開
催
さ
れ
た
「
第

51
回
愛
育
班
員
全
国
大
会
」
で
、

「
平
成
31
年
愛
育
班
員
の
手
記
」

で
佳
作
に
入
選
し
た
市
愛
育
保
健

推
進
員
会
の
井
上
登
志
子
会
長

と
、「
愛
育
班
活
動
功
労
者
」
と
し

て
高
齢
者
福
祉
課
の
吉
田
ま
り
子

保
健
師
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

いびき博士の生涯を描いた本を寄贈
　本市の名誉市民、故池松武之亮博士の生涯を描い

た本「いびき博士奮闘記」を、三女の亮子さんが市

に寄贈してくださいました。

　熊本県津奈木村（現在の津奈木町）に生まれた池

松博士は、少年期を荻町で過ごし、千葉県野田市に

耳鼻咽喉科を開院。いびきが原因で離婚を言い渡さ

れた新婦の治療にあたったことがきっかけとなり、

当時は誰も取り上げることがなかったいびきに着

目、その研究に生涯を捧げました。

　手掛けた手術は８千人。昭和62年にパリで開催さ

れた「第１回世界いびき学会」では名誉会長に就任

し、研究成果をまとめた学術書や随筆など多くの著

書を執筆されました。

　「ふるさと荻をこよなく愛した父の生涯を一冊にま

とめました。多くの人に読んでいただき、次世代に伝

えていければ」と話す亮子さん。

　本編21ページの本は、代表作「プーサン」の作者、

横山泰三氏が表紙の絵を寄贈し、児童が読めるよう

に本文中の漢字にはルビが振られています。手塚プ

ロダクションが担当したイラストには、池松博士のい

びき研究にかける様子が生き生きと描かれています。

　今回寄贈いただいた本50冊は、市内の小中学校

18校や図書館に置かれ、郷土学を学ぶ授業等に活用

されます。

最
新
作
『
戦
神
』
が
先
行
発
売

赤
神
諒
さ
ん
が
ト
ー
ク
シ
ョ
ー↑㊨小説家や法律家など、マルチに活躍されてい

る赤神諒さん ㊧赤神さんの最新作『戦神』

↑『戦神』の発売を記念して行われたトークショー

　
第
９
回
日
経
小
説
大
賞
受
賞
作

『
義
と
愛
と
』（
『
大
友
二
階
崩
れ
』

に
改
題
）
や
『
大
友
の
聖
将
』
な
ど
、

豊
後
国
主
・
大
友
宗
麟
の
時
代
を

描
い
た
作
品
を
次
々
に
世
に
送
り

出
し
て
い
る
赤
神
諒
さ
ん
。

　
大
学
教
員
や
弁
護
士
な
ど
多
彩

な
顔
を
持
つ
赤
神
さ
ん
の
最
新
作

『
戦
神
』
が
出
版
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
４
月
13
日
、
竹
田
市
総
合
文
化

ホ
ー
ル
〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
〉
で
発

売
記
念
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
開
か
れ
ま

し
た
。

　
大
友
最
強
の
武
将
と
称
さ
れ
た

戸
次
鑑
連
（
後
の
立
花
道
雪
）
を
主

人
公
に
描
い
た
今
回
の
作
品
で
は
、

鑑
連
の
父
で
大
友
家
臣
の
戸
次
親

家
や
大
友
家
第
18
代
当
主
、
大
友

親
治
の
腹
心
の
入
田
親
廉
ら
が
登

場
。
入
田
氏
は
市
内
入
田
地
区
に
遺

る
津
賀
牟
礼
城
の
城
主
で
あ
る
こ

と
か
ら
、『
戦
神
』
に
は
関
係
の
人

物
や
地
名
が
登
場
し
ま
す
。

　
約
１
０
０
人
が
来
場
し
た
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
で
は
、
赤
神
さ
ん
が
作
品

に
つ
い
て
解
説
し
、「
『
雷
神
の
化

身
』
と
呼
ば
れ
、
義
を
貫
い
た
鑑
連

の
半
生
を
じ
っ
く
り
読
ん
で
い
た
だ

き
た
い
。
竹
田
キ
リ
シ
タ
ン
を
題
材

と
し
た
新
し
い
作
品
も
書
い
て
み
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
赤
神
さ
ん
の
最
新
作
『
戦
神
』
は

全
３
４
４
ペ
ー
ジ
。
税
抜
き
１
８
０

０
円
で
、
書
店
等
で
購
入
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
市
立
図
書
館
で
も
貸
し

出
し
が
で
き
ま
す
。

←（左 か ら）吉 野 教 育

長、池松武之亮博士

の 孫 の 松 浦 愛 美 さ

ん、三女の池松亮子

さん、野田副市長。

亮子さんは本市の教

育振興のためにと寄

付金も寄せてくださ

いました

い
く
さ 

が
み

あ 
か

　

 
が 
み   
り
ょ
う

べ
っ
き

あ
き
つ
ら

い
え

べ
っ
き

ち
か

た
ち
ば
な
ど
う
せ
つ

ヘ
ラ
ク
レ
ス

そ
う
り
ん

ち
か
は
る

に
ゅ
う
た 

ち
か
か
ど

つ
　
が
　
む
　
れ

いけまつたけ の  すけ

ま
　
い

と
　
し
　
こ
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□□□□□□□□□

竹田市観光キャンペーン
レディを募集します
◆応募資格

　県内に在住する18歳以上（平成31年４月

１日現在）、自称竹田ファンの女性で、心身

ともに健康、特に竹田市を愛し、市の要請

に応じて観光宣伝や公式行事に元気に参加

できる方

⑴令和元年７月１日から１年間（最大２年

間）、観光宣伝行事に参加できる方

⑵未成年の場合は親権者、勤務されている

方は雇用主の承諾を得た方

⑶高校生及び他のキャンペーンレディ等の

任期中でない方

⑷過去に竹田市観光キャンペーンレディの

任命を受けたことがない方

◆応募方法

⑴所定の応募用紙１通を持参または郵送に

て応募先に提出してください。

⑵応募用紙の提出日から起算し、３か月以

内に撮影した全身及び顔写真を添付願い

ます。写真の大きさはサービスサイズと

し、カラー・正面・無帽のものを使用、

裏には必ず住所・氏名を記入してくださ

い。

◆応募期限　６月６日㈭必着

◆審査

⑴第一次審査は書類選考とし、最終審査は

面接とします。最終審査は６月８日㈯、

竹田市内（別途、会場はお知らせします）

で行います。

⑵審査時の服装は自由です。

⑶選出された方には旅行券を贈呈します。

（最終面接に残った方にも記念品を贈呈します）

⑷審査結果は後日、郵送にてお知らせします。

個人情報の取り扱いについて

　応募された方の個人情報に関して、本事

業にのみ利用する目的で収集するものであ

り、それ以外の目的に利用、他に提供、開

示することはありません。また、収集した

個人情報は責任をもって適切に取り扱い管

理します。

　　　 竹田市商工観光課（〒878-0011 大分

県竹田市大字会々 2250番地１） 

☎0974-63-4807

↑あなたの笑顔で、元気に竹田市をPRしませんか？

歴史絵巻と桜の共演

↑イロハモミジを植える片ケ瀬白百合うつ

くし隊の隊員ら

↑歴史絵巻を再現した「大名行列」

↑㊤勝ちどきを上げながら

城下町を練り歩く「甲冑

武者行列」㊦騎馬武者に

よる早駆けに大歓声

片
ケ
瀬
の
新
名
所
に

　
桜
咲
く
岡
城
跡
や
竹
田
城
下
町

を
舞
台
に
「
第
71
回
岡
城
桜
ま
つ

り
」
が
４
月
７
日
、
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
史
実
に
基
づ
き
再
現
さ
れ
た
総

勢
１
０
５
人
の
大
名
行
列
、
甲
冑
に

身
を
包
ん
だ
70
人
の
武
者
行
列
が

ま
ち
を
練
り
歩
き
、
ま
た
、
肥
後
熊

本
藩
葦
北
鉄
砲
隊
が
火
縄
銃
や
大

筒
を
使
っ
た
大
迫
力
の
演
武
を
披

露
す
る
な
ど
、
県
内
外
か
ら
訪
れ
た

大
勢
の
観
光
客
を
沸
か
せ
て
い
ま

し
た
。

　
宮
崎
県
門
川
町
の
奥
田
勝
行
さ

ん
（
73
歳
）
初
代
さ
ん
（
64
歳
）
夫

妻
は
「
ま
ち
な
か
を
駆
け
抜
け
る
騎

馬
武
者
の
早
駆
け
に
魅
了
さ
れ
、

５
、
６
年
前
か
ら
毎
年
訪
れ
て
い
ま

す
。
趣
の
あ
る
大
名
行
列
や
勇
壮
な

甲
冑
武
者
の
立
ち
回
り
に
感
動
し

ま
し
た
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　
延
久
年
間
（
１
０
６
９
〜
７
３

年
）
の
勧
請
（
神
仏
が
降
臨
す
る

よ
う
請
う
こ
と
）
で
造
営
さ
れ
、

岡
藩
初
代
藩
主
・
中
川
秀
成
の
入

城
後
は
岡
城
本
丸
に
鎮
座
さ
れ
て

い
た
竹
田
市
片
ケ
瀬
地
区
の
「
小

富
士
神
社
」
。
こ
の
神
社
の
象
徴
は

市
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い

る
樹
齢
３
０
０
年
を
超
え
る
イ
ロ

ハ
モ
ミ
ジ
で
す
。

　
３
月
21
日
、
同
神
社
に
続
く
新
た

な
名
所
に
し
よ
う
と
、
片
ケ
瀬
白
百

合
う
つ
く
し
隊
（
油
布
晃
隊
長
、
17

人
）
の
隊
員
ら
が
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
を

遊
休
地
に
植
栽
し
ま
し
た
。

　
「
地
区
民
の
絆
づ
く
り
と
、
10
年
、

20
年
先
を
見
据
え
た
憩
い
の
場
を

作
り
た
か
っ
た
」
と
油
布
隊
長
。
参

加
者
８
人
は
10
ア
ー
ル
に
40
本
の

モ
ミ
ジ
を
植
え
、
草
が
生
え
な
い
よ

う
に
防
草
ネ
ッ
ト
を
張
り
ま
し
た
。

　
「
将
来
的
に
は
俳
句
と
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
兼
ね
た
『
ウ
ォ
ー
句
ラ
リ
ー
』

の
コ
ー
ス
に
し
た
い
。
観
光
客
を
呼

び
込
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
」

　
地
区
民
の
思
い
が
叶
う
日
が
き
っ

と
来
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
も
元
気
に

お
出
迎
え
す
る
ニ
ャ
ー

　
昨
年
４
月
に
Ｊ
Ｒ
豊
後
竹
田
駅

の
「
ね
こ
駅
長
」
に
就
任
し
た
キ
ジ

ト
ラ
の
雌
猫
「
ニ
ャ
ー
」。
そ
の
愛

く
る
し
い
姿
を
一
目
見
よ
う
と
、
こ

れ
ま
で
７
千
人
を
超
え
る
観
光
客

が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　
４
月
14
日
に
は
就
任
１
周
年
の

セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
お
祝
い
に

訪
れ
た
人
に
記
念
バ
ッ
ジ
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

申 問・

か
ん
じ
ょ
う

ひ
で
し
げ

ゆ
　
ふ
あ
き
ら

あ
し
き
た
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第72回大分県民体育大会 など

第72回大分県民体育大会   今年は６月に開催されます

竹田市選手団に会場で熱い声援を送りましょう！

　５月１日から６月30日までの間

に、県内各地で「2019年度県民す

こやかスポーツ祭」が開催されま

す。市内で

開催される

種目につい

ては次のと

おりです。 

種　目

レクリエー

ション

５月19日㈰

受付 8:45

開会 9:00

日　時 大　会　名 会　場 参加料 申込締切

親 子３世 代レクリ
エーション大会「忍
者ランドへようこそ」 竹田市総合

運動公園

200円 ５月16日㈭

グラウンド

・ゴルフ

６月１日㈯

開会 8:45

試合 9:00

第11回『竹 田 ス ポ
レク杯』グ ラウン
ド・ゴルフ大会

300円 ５月24日㈮

☆総合開・閉会式　◎競技日　○予備日　△準備 ※競技については一部抜粋しています。

問 竹田市体育協会事務局（生涯学習課内） ☎63-4817

竹田スポーツ・レクリエーションクラブ　☎090-2510-3453（飯田） ↑昨年の様子
（忍者ランドへようこそ）

県民すこやかスポーツ祭に参加してみませんか？

申 問・

会場地

市町村
競　技　等 会　場　地

競 技 日 程

豊後大野市

竹田市

別府市

国東市

大分市

由布市

佐伯市

日田市

卓球

軟式野球

柔道

ソフトボール（女子）

クレー射撃

ゲートボール

カヌー

自転車（ロード）

山岳

ソフトボール（男子）

ソフトボール（女子）

アーチェリー

グラウンド・ゴルフ

自転車（トラック）

サッカー

ウエイトリフティング

総合開会式

総合閉会式

陸上競技

テニス

バスケットボール

バドミントン

弓道

ラグビーフットボール

ソフトテニス

剣道

議員ソフトボール

バレーボール

銃剣道

ボウリング

綱引

ライフル射撃

水泳

レスリング

ゴルフ

△ ◎

◎

◎

◎ ○

△ ◎ ◎

△

◎

◎

◎

◎

◎

☆

○

◎

△ ◎ ◎

△

△

◎

◎

○

◎

△

◎

◎ ◎

◎ ◎

◎

◎

◎ ◎

△

△

◎

◎

△

◎

◎

◎

△

◎

○

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

○

○

○

6/21

㈮

6/22

㈯

6/16

６/８

☆５/26

６/１・６/２

６/15・６/16

5/26

5/25

5/26

6/15・6/16・6/22・6/23

6/23

㈰

6/24

㈪

大原総合体育館

千歳運動公園野球場、大野球場、三重大原球場、緒方やまびこ球場

大原総合体育館

千歳運動公園グラウンド、大野運動公園グラウンド、犬飼総合グラウンド

大分射撃場

緒方総合運動公園ゲートボール場

リバーパーク犬飼特設カヌー場

ＳＰＡ直入サーキット

久住総合運動公園幕営地、くじゅう山系

竹田市民球場、多目的グラウンドA・B、飛田川グラウンド

竹田市民球場、多目的グラウンドA・B、飛田川グラウンド

久住総合運動公園野球場

直入総合運動公園多目的グラウンド

別府市営別府競輪場

実相寺サッカー場、実相寺多目的グラウンド、野口原総合運動場

国東ウエイトリフティング場、国東小学校（体育館）

昭和電工武道スポーツセンター（多目的）

県庁舎本館正庁ホール

昭和電工ドーム大分

豊後企画大分駄原テニスコート、昭和電工テニスコート

南大分体育館・県立大分情報科学高等学校（体育館）

県立総合体育館（大体育室）

大洲総合運動公園弓道場

昭和電工サッカー・ラグビー場

昭和電工テニスコート

昭和電工武道スポーツセンター（武道場）

大分市営舞鶴球場・日岡公園グラウンド

県立総合体育館（大・小体育室）、県立大分商業高等学校（体育館）

昭和電工武道スポーツセンター（武道場）

ＯＢＳボウル

昭和電工武道スポーツセンター（多目的）

庄内屋内競技場

佐伯市民プール

佐伯市総合体育館サブアリーナ

天瀬温泉カントリークラブ

広報たけた  令和元年５月号 8



グランツたけたからのお知らせ

グ
ラ
ン
ツ
た
け
た

月
曜
日
が
完
全
休
館
日
に

　
竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル
〈
グ

ラ
ン
ツ
た
け
た
〉
は
、
５
月
か
ら
月

曜
日
（
月
曜
日
が
祝
祭
日
等
の
場

合
は
翌
日
）
を
完
全
休
館
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
館
完
成
か
ら
１
年
に
あ
た

る
一
斉
点
検
実
施
の
た
め
、
ゴ
ー
ル

デ
ン
・
ウ
ィ
ー
ク
中
の
４
月
29
日
㈪

〜
５
月
６
日
㈪
を
臨
時
休
館
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
（
な
お
、
５
月

７
日
㈫
は
祭
日
の
翌
日
で
す
が
、
開

館
と
し
ま
す
）。

　
点
検
の
実
施
に
伴
い
、
駐
車
場
内

に
立
ち
入
り
制
限
区
域
を
設
け
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
何

卒
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

  

お
知
ら
せ

　
５
月
７
日
㈫
か
ら
、
公
演
等
の
チ

ケ
ッ
ト
は
開
館
日
の
19
時
ま
で
お
求

め
が
可
能
で
す
（
土
・
日
含
む
）。

今
後
と
も
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル
　
グ
ラ

ン
ツ
た
け
た
　
☎
63-

４
８
３
７

あ
な
た
の
輝
く
場
所
に
な
る
！

市
民

　
　
　

 

募
集

令
和
元
年
、
何
か
新
し
い
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
る

方
、
ぜ
ひ
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！
詳
し
く
は
「
グ
ラ×

わ
く
通
信
」
５
月
号

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

夢の実現をお手伝いします！グランツたけた “市民企画”
応援プロジェクト

　グランツたけた “市民企画” 応援プロジェクトは、市民の発案、企画による事業を公募し、竹田市総合文化ホー

ル〈グランツたけた〉の自主事業（共催事業）として取り上げ、サポートするものです。

　このプロジェクトを通して市民による舞台公演の企画実現を応援し、市民の皆さんに多様な舞台公演に触れる機

会を提供していきます。 ※主催は企画提案者と竹田市総合文化ホールの二者共催となります。原則として財政責任は企画提案者となります。

■支援内容について

　１.施設使用料及び附属設備使用料の免除

　　※公演日を含む連続２日間まで（２日間公演の場合は

３日間まで）

　２.会館スタッフによる公演準備から当日までのアドバイス

　３.グランツたけた広報誌やホームページに公演情報を掲載

　４.グランツたけた主催の公演の際に、チラシの折込み可能

　５.グランツたけた窓口にてチケット取り扱い

　６.チラシ、ポスターなど広報に係る費用の一部負担

■対象ジャンルについて

　音楽、演劇、舞踊、伝統芸能などの舞台芸術一般

■対象事業について

　〇対象となる事業

　ア　原則として市民または市民団体により新規に企画さ

れる事業。※計画性があり、継続が必要と認められ

た事業については最長３年の支援が可能

　イ　地域における芸術文化振興の発展に貢献・寄与が期

待できる事業

　ウ　公演対象が広く市民に開かれている事業

　エ　多くの市民の参加、来場が見込める事業

　オ　原則として有料公演（一人当たりの入場料がホール

公演1,000円以上、小規模・展示系500円以上）。た

だし、入場料金の設定額は公演費用を賄う程度のも

のであること。

　〇対象とならない事業

　ア　特定の政党や宗教に関する事業

　イ　営利を目的とした商業的色彩の濃い事業

　ウ　学校行事や音楽教室、部活動、文化団体等の発表会

に類する事業

　エ　これまでに継続的に行われてきた事業

　オ　特定の団体による特定の会員のみを対象とした事業

　カ　個人が自分のために実施する事業

■事業企画提案について

　・企画提案者は、所定の用紙（企画書、予算書）にご記

入のうえ、グランツたけた窓口までご提出ください。

■公募期間

　・一次募集　2019年５月10日㈮～７月12日㈮

　　対象：2019年度９月～３月に実施される事業

　・二次募集　2019年７月１日㈪～８月30日㈮

　　対象：2019年度10月～３月に実施される事業

■事業の審査・選定

　・企画提案された事業は審査し、採択事業を決定

　・事業内容によりヒアリングを行う場合があります。

■事業の終了後

　・事業終了後、２か月以内に報告書、決算書を提出のこと

■2018年度の実施事業

　・猿田彦男声合唱団「クリスマスなんて大嫌い！！なん

ちゃって♡」、DEAR FRIENDSコンサート inたけた、陸上

自衛隊西部方面音楽隊コンサート 

★詳細は、グランツたけた（☎63-4837）までお問い合わせ

ください。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ

グランツたけたで催されるイベント・公演等は「グラ×わく通信」をご覧ください。
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学び舎／まるごと博物館

↑アンドロメダ座M31

↑講師を招いて茶道を体験

↑「子ども農園」では多くの野菜を育てています

↑ピアノの音に合わせ、体を動かす子どもたち

　
星
の
淡
い
光
は
暗
い
夜
空
ほ
ど

多
く
見
え
る
。

　
標
高
が
高
く
街
灯
の
そ
れ
ほ

ど
多
く
な
い
直
入
は
そ
の
分
、
た

く
さ
ん
の
星
々
が
見
え
る
。
よ
り

空
に
近
い
久
住
高
原
、
荻
の
台

地
、
祖
母
山
系
の
山
懐
で
は
な
お

の
こ
と
で
あ
る
。

　
直
入
町
で
最
も
星
が
よ
く
見

え
る
場
所
は
長
湯
か
ら
阿
蘇
野
、

湯
平
へ
抜
け
る
本
峠
ト
ン
ネ
ル
前

の
峠
道
で
あ
ろ
う
。
月
夜
は
遙
か

南
に
お
ぼ
ろ
に
浮
か
び
上
が
る
祖

母
・
傾
の
山
影
を
、
闇
夜
に
は
地

平
線
近
く
の
南
天
の
星
々
を
望
む

こ
と
が
で
き
る
。

　
春
夏
秋
冬
、
そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力

が
あ
る
星
空
だ
が
、
中
で
も
見
応

え
が
あ
る
の
は
夏
と
冬
で
あ
ろ
う
。

　
夏
は
淡
々
と
し
た
白
い
雲
の
よ

う
に
星
空
を
縦
断
す
る
天
の
川
と

さ
そ
り
座
、
夏
の
大
三
角
形
。
冬

で
は
白
く
輝
く
シ
リ
ウ
ス
を
筆
頭

と
し
た
冬
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
と
凍

て
つ
い
た
空
に
降
る
よ
う
な

星
々
。
そ
こ
で
は
冬
で
も
オ
リ
オ

ン
座
の
横
を
流
れ
る
天
の
川
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
（
も
っ
と
も
、

そ
の
川
の
流
れ
は
夏
に
比
べ
れ
ば

小
川
の
よ
う
な
細
さ
だ
が
）。
さ

ら
に
、
都
会
で
は
街
灯
り
に
か
き

消
さ
れ
て
見
え
な
い
よ
う
な
小
さ

な
星
の
光
も
し
っ
か
り
と
輝
い
て

い
る
。

　
そ
の
峠
で
は
今
か
ら
20
年
ほ

ど
前
は
、
ス
ス
キ
の
原
の
向
こ
う

に
大
分
市
の
街
灯
り
が
星
の
よ
う

に
キ
ラ
キ
ラ
と
ま
た
た
い
て
見
え

隠
れ
し
て
い
た
が
、
最
近
通
っ
た

と
き
に
は
木
々
が
茂
っ
て
も
う
見

え
な
く
な
っ
て
い
た
。
街
灯
り
は

星
空
観
察
の
大
敵
だ
が
、
遠
く
に

見
え
る
夜
景
に
は
そ
れ
は
そ
れ
で

趣
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
現
代
の
人
の
営
み
や
街
の
繁

栄
と
星
の
淡
い
光
は
相
容
れ
な
い

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の

星
降
る
里
に
住
む
私
た
ち
は
、

せ
っ
か
く
い
た
だ
い
た
大
自
然
の

恩
恵
を
こ
れ
か
ら
も
守
り
続
け
な

け
れ
ば
な
る
ま
い
。

（
馬
場
　
尚
登
）

直入町の星空
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ぼくたち・私たちの

学び舎

　
荻
保
育
園
で
は
、「
人
や
自
然
と

の
豊
か
な
関
わ
り
の
中
で
『
生
き
る

力
』
を
育
む
」
と
い
う
保
育
理
念
の

も
と
、
保
育
目
標
で
あ
る
「
明
る
く

元
気
で
、
あ
い
さ
つ
の
で
き
る
子
ど

も
」「
感
性
豊
か
で
、
思
い
や
り
の

あ
る
子
ど
も
」「
よ
く
見
て
、
聞
い

て
、
考
え
て
行
動
す
る
子
ど
も
」「
粘

り
強
く
、
最
後
ま
で
頑
張
る
子
ど

も
」
を
育
む
た
め
に
日
々
の
保
育
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
特
に
、
２
０

２
０
年
度
か
ら
の
幼
保
連
携
型
認

定
こ
ど
も
園
へ
の
移
行
を
前
に
、
地

域
の
特
性
を
活
か
し
た
特
色
あ
る

教
育
・
保
育
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
食
農
保
育

…

「
子
ど
も
農
園
」
で

子
ど
も
た
ち
は
土
や
生
き
物
に
触

れ
な
が
ら
ト
マ
ト
、
ピ
ー
マ
ン
、
ナ

ス
、
ニ
ン
ジ
ン
な
ど
た
く
さ
ん
の
野

菜
の
栽
培
体
験
を
し
ま
す
。
そ
し

て
、
収
穫
し
た
野
菜
を
そ
の
ま
ま
食

べ
た
り
、
自
分
た
ち
で
調
理
し
た
り

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の
活
動
を

通
し
て
、「
食
の
大
切
さ
」「
食
へ
の

感
謝
の
心
」
を
学
び
ま
す
。

◎
幼
児
体
育

…

自
然
の
中
で
体
を

使
っ
て
遊
ぶ
外
遊
び
に
加
え
、「
リ

ズ
ム
運
動
」
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
、
さ
ま
ざ
ま
な
動

物
や
乗
り
物
の
動
き
を
意
識
し
な
が

ら
体
を
動
か
し
ま
す
。
生
活
形
態
の

変
化
に
よ
り
、
鍛
え
ら
れ
に
く
く

な
っ
て
い
る
筋
力
や
柔
軟
性
・
俊
敏

性
・
巧
緻
性
な
ど
を
鍛
え
ま
す
。

◎
多
世
代
間
交
流

…

高
齢
者
施
設

今
月
の
学
び
舎
　

荻
保
育
園

や
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
と
サ
ツ
マ

イ
モ
の
植
え
付
け
や
収
穫
、
餅
つ
き

大
会
な
ど
の
ふ
れ
あ
い
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
間
を
通
し
て

高
齢
者
施
設
を
訪
問
し
、
利
用
者

と
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。
家
庭

や
保
育
園
と
は
違
っ
た
「
人
の
優
し

さ
」
や
「
人
の
温
か
さ
」
に
触
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

◎
多
彩
な
体
験
活
動

…

外
部
講
師

を
活
用
し
、
英
語
・
音
楽
・
茶
道
等

の
体
験
活
動
を
多
く
取
り
入
れ
て

い
ま
す
。
今
後
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る

予
定
で
す
。
活
動
を
通
し
て
豊
か
な

感
性
を
育
て
る
ほ
か
、
小
学
校
で
の

学
び
へ
と
繋
ぐ
こ
と
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。

（
園
長
　
小
出
久
美
夫
）
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人権シリーズぬくもり／たけたん新電力 ほか

人
権シリーズ　No.49

子どもの権利

竹
田
市
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
施
設
放
送
番
組
審
議
会

市
民
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
番
組
制
作
を

地
産
地
消
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

未
来
の
ま
ち
づ
く
り

まちの未来づくり 最終回

↑審議会の添田俊雄会長から市長に意見書
が手渡されました

　
竹
田
市
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

施
設
放
送
番
組
審
議
会
（
添
田
俊

雄
会
長
）
は
、
３
月
18
日
に
審
議
会

を
開
催
し
、
た
け
た
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
の
番
組
内
容
に
対
す
る
意
見
を

次
の
と
お
り
取
り
ま
と
め
、
３
月
26

日
、
首
藤
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

①「
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
」
誕
生
ま
で

の
軌
跡
等
の
特
集
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
地
域
密
着
型
の
放
送
内
容
と
し

て
好
感
が
持
て
る
。
今
後
は
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
方
式
を
活
用
し
た

視
聴
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る

な
ど
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
番
組

制
作
を
望
む
。

②
番
組
制
作
の
民
間
委
託
に
つ
い
て

は
、
番
組
制
作
コ
ス
ト
等
十
分
に
検

討
し
判
断
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

③
議
会
放
送
に
つ
い
て
は
他
市
の
動

向
を
踏
ま
え
、
放
送
の
形
態
を
検
討

さ
れ
た
い
。

　
子
ど
も
に
は
生
ま
れ
て
き
た
時
に

す
で
に
も
っ
て
い
る
「
権
利
」
が
あ

り
ま
す
。

　
そ
の
権
利
を
守
る
た
め
、
世
界
の

国
々
が
「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
と

い
う
も
の
を
作
り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
の
権
利
条
約
は
子
ど
も
の

幸
せ
の
実
現
の
た
め
に
作
ら
れ
た
も

の
で
、
大
き
く
次
の
４
つ
の
権
利
を

守
る
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。

　
１
．
生
き
る
権
利
　

　
２
．
育
つ
権
利

　
３
．
守
ら
れ
る
権
利

　
４
．
参
加
す
る
権
利

　
子
ど
も
た
ち
に
、
安
心
し
て
楽
し

く
毎
日
を
過
ご
し
て
ほ
し
い
。
多
く

の
大
人
は
そ
う
思
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
安
心
し
て
過
ご
せ
る
は
ず
の

家
の
中
で
、
暴
力
に
怯
え
る
子
ど
も

が
い
る
こ
と
。
教
育
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
子
ど
も
が
い
る
こ
と
。

国
籍
の
な
い
子
ど
も
が
い
る
こ
と
。

こ
の
よ
う
な
現
実
も
存
在
し
て
い
ま

す
。

　
子
ど
も
の
権
利
条
約
は
、
大
人
が

そ
れ
を
知
っ
て
い
る
だ
け
で
は
意
味

が
あ
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
子
ど
も

自
身
が
、
自
分
が
嫌
な
こ
と
を
さ
れ

た
り
、
虐
待
を
受
け
た
り
し
た
と
き

は
、
そ
れ
を
誰
か
に
訴
え
て
も
い
い

と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　
こ
の
条
約
の
第
42
条
に
は
「
国
は

さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
、
こ
の
条
約
を

大
人
に
も
子
ど
も
に
も
広
く
知
ら
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
り
ま

す
。
昨
年
、
東
京
都
世
田
谷
区
で

は
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
を
広
め
た

い
と
い
う
小
学
生
の
願
い
か
ら
、
母

子
手
帳
に
子
ど
も
の
権
利
条
約
の
全

文
を
載
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
は
小
さ
く
て
も
、
親
の
所

有
物
で
は
な
く
独
立
し
た
人
格
を

も
っ
て
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で

自
分
の
意
思
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
こ
と
を
子
ど
も
自
身
が
理

解
し
、
大
人
も
ま
た
、
子
ど
も
の
意

見
を
き
ち
ん
と
聞
き
な
が
ら
物
事
を

決
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
を
き
ち
ん
と
認
識
す
る
こ

と
が
、
子
ど
も
の
幸
せ
の
実
現
に
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

問
生
涯
学
習
課
　
☎
63-

４
８
１
７

　
た
け
た
ん
で
ん
き
事
業
は
、
本

格
的
な
営
業
を
開
始
し
、
半
年
足

ら
ず
で
す
が
、
お
陰
様
で
順
調
に

お
客
さ
ま
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
４
月
６
日
の
時
点
で
は
、
42
社

の
民
間
事
業
者
さ
ま
に
ご
契
約
い

た
だ
き
、
70
施
設
の
電
気
契
約
の

切
り
替
え
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
市
の
公
共
施
設
も
ほ
ぼ
全

て
切
り
替
え
を
終
了
し
て
お
り
、

併
せ
て
２
０
２
の
施
設
に
私
た
ち

か
ら
電
力
を
提
供
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
さ
ら
に
20
以
上
の
事
業
者
さ

ま
に
契
約
を
ご
検
討
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　
現
在
は
事
業
所
だ
け
に
販
売

し
て
い
ま
す
が
、
家
庭
向
け
供
給

開
始
は
、
電
力
小
売
事
業
者
と
し

て
、
み
や
ま
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル

ギ
ー
か
ら
自
立
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ

で
開
始
す
る
予
定
で
す
。
引
き
続

き
営
業
活
動
を
行
い
、
少
し
で
も

早
く
全
て
の
市
民
の
皆
さ
ま
へ
電

気
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
に
努
力

し
て
参
り
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
こ
ま
で
１
年
に
わ

た
っ
て
、
電
気
の
お
話
を
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
電
力
事

業
は
、
競
争
の
激
し
い
業
界
で

す
。
東
京
や
大
阪
に
本
社
の
あ
る

大
き
な
新
電
力
会
社
は
、
価
格
だ

け
で
み
れ
ば
私
た
ち
が
販
売
す
る

電
気
よ
り
も
安
い
と
こ
ろ
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
今
ま
で
述
べ
て
き
た

よ
う
に
、
私
た
ち
が
目
指
す
の
は

地
域
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
循
環
さ

せ
、
経
済
の
活
性
化
に
繋
げ
る
こ

と
、
そ
し
て
地
域
の
役
に
立
て
る

さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
こ
と
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
地
域
一
体
と

な
っ
た
事
業
に
育
て
る
必
要
が
あ

り
、
皆
さ
ま
の
応
援
が
必
要
で

す
。
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
、
理

想
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
循
環
を
生
み
出

す
こ
と
は
、
豊
か
な
自
然
を
誇
る

竹
田
市
の
環
境
に
、
さ
ら
に
多
く

の
方
々
か
ら
関
心
を
持
っ
て
も
ら

う
き
っ
か
け
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
が
い
つ

の
日
か
竹
田
市
産
の
電
気
を
竹
田

市
以
外
の
方
に
も
選
ん
で
も
ら
え

る
理
由
と
な
る
は
ず
で
す
。

　
「
ま
ち
づ
く
り
は
未
来
づ
く
り
」

今
後
も
ま
ち
の
明
る
い
未
来
を
目

指
し
て
、
事
業
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
の
で
、
私
た
ち
の
挑
戦

へ
、
引
き
続
き
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
１
年
間
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

文
／
㈱
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｗ
　
下
村
崇
顕

問 

ま
ち
づ
く
り
た
け
た
㈱

☎
64-

０
１
７
５ 
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2019年（令和元年）

　 こ よ み

木 THU 金 FRI 土 SAT

※連休中の市内施設の開設情報等については広報たけた４月号をご覧ください。

地域で咲かせよう笑顔の花
よりそいカフェへようこそ
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・第63回祖母山山開き 11:30～
山頂祭、終了後バンダナ配布

（祖母山山頂）※少雨決行
・第31回大野川源流祭り 10:00-

15:00（陽目の里キャンピング
パーク・荻町陽目）

・竹田温泉「花水月」休館日

・おはなしルーム 14:00-14:30
（竹田幼稚園）

・第５回竹田市農業委員会総会

13:30～（市役所本庁３階第５
会議室）

・春の全国交通安全運動 （～20日）

・第53回九州高校女子ソフトボール

選手権大会 8:30試合開始（竹田市

民球場、竹田市総合運動公園、飛田

川野球場）

・たけのこ文庫のおはなし会  15:00-

15:30（竹田市立図書館おはなしひ

ろば）

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹
田市総合社会福祉センター）
☎75-3688（竹田市保険健康
課温泉利用相談室）

・第53回九州高校女子ソフトボー

ル選手権大会開会式 17:00～
（竹田市総合文化ホール〈グラ

ンツたけた〉）

・竹田温泉「花水月」休館日

・こころの健康相談  13:30-15:30
（荻支所）※要予約（相談日の

前日午前中まで）☎63-3346

（竹田市心の相談支援事業所）
・おはなしルーム  14:00-14:30
（南部幼稚園）

・竹田市高齢者大学開講式

 10:00～（竹田市総合文化ホー
ル〈グランツたけた〉）

  ☎63-4817（生涯学習課）
・健幸運動教室13:30-15:00（竹

田市総合社会福祉センター）
☎75-3688（竹田市保険健康
課温泉利用相談室）

・国際文化交流事業「陳曼麗二

胡コンサート」17:30開場 18:00
開演（竹田市総合文化ホール

〈グランツたけた〉）※一般2000
円、小中高生500円（当日券
2500円）☎090-9725-5492（竹
田市日中友好協会・後藤）

・第33回久住高原クロスカントリー大

会 8:20～開会式（久住町南登山口

「日本一のマラソン練習コース」）☎

76-0717（久住高原クロスカントリー

大会事務局）

・コール竹田・メリーズ25周年記念コン

サート 13:00開場 13:30開演（竹田市総

合文化ホール〈グランツたけた〉）

※入場料500円 ☎090-7530-0581

（コール竹田・メリーズ事務局）

・【納期限】軽自動車税（全期）、
国民健康保険税（２期）

・健幸運動教室  13:30-15:00（竹
田市総合社会福祉センター）
☎75-3688（竹田市保険健康
課温泉利用相談室）

・竹田温泉「花水月」休館日

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹
田市総合社会福祉センター）
☎75-3688（竹田市保険健康
課温泉利用相談室）

・竹田温泉「花水月」休館日
・大分県交通事故巡回相談 10:00-15:00（大分

県豊肥振興局）※要予約 ☎63-1171（豊肥振
興局）

・３歳児健診 13:00～受付（竹田市総合社会福
祉センター）

・こころの健康相談 13:30-15:30（久住保健セン
ター）※要予約（相談日の前日午前中まで）☎
63-3346（竹田市心の相談支援事業所）

・精神保健相談 14:00-16:00（大分県豊肥保健
所）※要予約 ☎0974-22-0162（豊肥保健所）

・第72回大分県民体育大会竹田市選手団結団
式 18:30～（竹田市総合社会福祉センター）

　 こ よ み ５月

よりそいカフェは認知症の人

やその家族、地域の住民らが

気軽に交流できる場所です。

【竹田】

・10日・24日㈮ 13:30-15:30 

　みんなのいえカラフル

【荻】

・７日・21日㈫ 13:00-15:00 

　荻「しらみず」

【久住】

・７日㈫・23日㈭ 13:00-15:00 

久住「りんどう」

【直入】

・10日・24日㈮ 13:00-15:00

　直入「ゆのはな」

【竹田北部「双城」】

・９日㈭ 13:00-15:00

　竹田北部「双城」

・16日㈭ 13:00-15:00 出会いの湯

【竹田南部「あけぼの」】

・８日㈬ 13:00-15:00 入田分館

・15日㈬ 13:00-15:00 宮砥分館

・22日㈬ 13:00-15:00 あ祖母学舎

【都野】

・９日・23日㈭ 13:30-15:30

　グループホームくたみのもり

５月の行政相談 

地　域 相談日 時　間 開　催　場　所

竹　田

５月16日㈭

５月15日㈬

市総合社会福祉センター　相談室 

荻 荻公民館　幼児室

久　住

直　入

久住公民館　健康相談室

直入支所　小会議室

※５月15日㈬の直入会場では、４人の委員が相談をお受けします。

　行政相談委員は法律に基づき、総務大臣から委嘱され、無報酬
で国などが行っている仕事に対する苦情や要望・意見を住民から
受け、問題解決の促進を図る住民と行政のパイプ役です。
　今年度も引き続き、４名の方が委嘱されました。相談は無料
で、相談内容などの秘密は堅く守られます。お気軽にご相談くだ
さい。
○本市担当の行政相談委員
　阿南　茂さん（竹田市大字神原） ☎67-2608
　佐藤孝幸さん（荻町馬場） 　　　☎68-3510
　本郷俊一さん（久住町大字白丹） ☎76-1304
　兒玉龍明さん（直入町大字長湯） ☎75-2426
問総務課行政係　☎63-4800
　総務省大分行政評価事務所　☎097-532-3715

全国一斉「人権擁護委員の日」人権特設なんでも相談所（無料）

日　　時　６月４日㈫　午前10時～午後３時

会　　場　市総合社会福祉センター（竹田会場）▽荻支所（荻会場）

▽久住公民館（久住会場）▽直入公民館（直入会場）

相  談  員　人権擁護委員

相談内容　登記、相続、家庭内や隣近所の問題、いじめ、名誉毀

損、その他の人権問題など

問竹田人権擁護委員協議会（大分地方法務局竹田支局内）☎62-2315

10:00～

　12:00

地区巡回健診が始まります

月　日 場　　所

５月27日㈪

５月28日㈫

５月31日㈮

６月３日㈪

６月４日㈫

６月７日㈮

６月９日㈰ 宮城台小学校

宮砥分館

菅生分館

荻公民館

※受付時間は午前８時～10時

ご存じですか？行政相談委員

国民の休日 憲法記念日 みどりの日 長
湯
の
自
然
と
調
和
し
た
壮
大
な
デ
ザ
イ
ン
。
世
界
的
建
築
家
、
坂
茂
氏
設
計
の
「
ク
ア
パ
ー
ク
長
湯
」
へ
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
☎
64-

１
４
４
４
（
㈱
長
湯
ホ
ッ
ト
タ
ブ
）

チェンマン リィ
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竹 田 市 の　 こ よ

日 SUN 月 MON 火 TUE 水 WED

5

12

19

26

6

13

20

27

7

14

21

28

1

8

15

22

29

・第28回竹田市愛誠杯健康ナ

イター陸上競技大会 16:00～
（竹田市総合運動公園陸上競

技場）☎090-4511-1288（竹
田市陸上競技協会・志賀）

・殉空之碑追悼法要 10:00～
（殉空之碑前広場・竹田市平

田6137）
・こどもの日おはなし会スペ

シャル「アーサー・ビナードと

ともに」 10:30-11:30（竹田市
立図書館おはなしひろば）

・【納期限】固定資産税（全納・1期）、国民健

康保険税（全納・1期）

・荻の里温泉休館日

・おはなしひろば 10:30-11:00（竹田市立図

書館おはなしひろば）

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田市直入

B&G海洋センター体育館）☎75-3688（竹

田市保険健康課温泉利用相談室）

・こころの健康相談 13:30-15:30（直入支所）

※要予約（相談日の前日午前中まで）☎

63-3346（竹田市心の相談支援事業所）

・陽目の里「名水茶屋」休業日

・長湯温泉療養文化館「御前湯」休館日
長湯おんせん市場休業日

・陽目の里「名水茶屋」休業日
・年金相談［完全予約制］ 10:00-15:00（竹

田市高齢者いきいき交流センター）☎
097-552-1211（日本年金機構大分年金
事務所）

・大分県行政書士会無料相談会 13:00-
16:00（大分県行政書士会〔大分市〕）☎
097-537-7089（大分県行政書士会事務
局）

・乳児（９～10か月児）健診 13:15～受付
（竹田市総合社会福祉センター）

・第53回九州高校女子ソフトボール

選手権大会  8:30試合開始（竹田市

民球場、竹田市総合運動公園、飛田

川野球場）

・豊肥家畜市場〔子牛〕 9:30～せり開

始（豊後豊肥家畜市場）

・がん患者交流会「ぴぉーね」  10:00-

12:00（大分県豊肥保健所）※事前

連絡が必要 ☎0974-22-0162（豊肥

保健所）

・おはなしひろば 10:30-11:00
（竹田市立図書館おはなしひ
ろば）

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹
田市直入B&G海洋センター
体育館）☎75-3688（竹田市保
険健康課温泉利用相談室）

・郷土の自然に親しみ植物を観察する会
「初夏のタデ原湿原と自然歩道」 8:00ま
でに市役所駐車場集合※参加費1000
円 ☎62-4100（竹田創生館）

・県民すこやかスポーツ祭「親子３世代レ
クリエーション大会」8:45～受付（竹田
市総合運動公園）

・ミッシャ・マイスキー チェロ・リサイタル 
13:30開場 14:00開演（竹田市総合文化
ホール〈グランツたけた〉）※一般8000
円、市民割引6000円 ☎63-4837（竹田
市総合文化ホール）

・陽目の里「名水茶屋」休業日

・陽目の里「名水茶屋」休業日

・おはなしひろば 10:30-11:00
（竹田市立図書館おはなしひ
ろば）

・健幸運動教室 13:30-15:00
（竹田市直入B&G海洋セン
ター体育館）☎75-3688（竹
田市保険健康課温泉利用相
談室）

・グランツたけた休館日

・グランツたけた休館日

・荻の里温泉休館日

・グランツたけた休館日

・豊肥家畜市場〔成牛〕9:30～せり開

始（豊後豊肥家畜市場）

・第41回大分合同新聞社旗争奪竹田

地域町内対抗ナイターソフトボール

大会 18:30～開会式（竹田市総合運

動公園多目的広場、雨天時は竹田

市総合社会福祉センター） 

・おはなしひろば 10:30-11:00（竹田
市立図書館おはなしひろば）

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田市
直入B&G海洋センター体育館）☎
75-3688（竹田市保険健康課温泉利
用相談室）

・こころの健康相談 13:30-15:30（竹
田市総合社会福祉センター）※要
予約（相談日の前日午前中まで）☎
63-3346（竹田市心の相談支援事業
所）

竹 田 市 の　 こ よたけたんカレンダー

農業委員会事務局農地係からのお知らせ　農地に係る各種申請受付の締め切りは、毎月20日です

（20日が土日の場合は直前の金曜が締切日となります）。　問農業委員会事務局　☎63-4815

◆６月上旬の主な予定　※４月19日現在

１日㈯ ・県民防災アクションデー（県下一斉避難行動訓練）

　　　　 ※9:30に市内一斉サイレン吹鳴

２日㈰ ・第67回くじゅう山開き 10:30～山頂祭 11:00頃～記念ペ

ナント配布（久住山山頂）※少雨決行

５日㈬ ・もぐもぐ教室（５～６か月児）9:30～受付（竹田市総合

社会福祉センター）

９日㈰ ・郷土の自然に親しみ植物を観察する会「神原一合目から

五合目小屋」 8:00までに市役所駐車場集合

　　　　 ※参加費1000円　☎62-4100（竹田創生館）

　「城下町交流プラザ」の新築工事が５

月の連休明けから本格着工します。

　そのため、５月７日㈫から城下町交

流プラザ建設予定地（マルショク本町

店駐車場横）への駐車ができなくなり

ます。ご不便をおかけしますが、市民

の皆さまのご理解、ご協力をお願いし

ます。

問商工観光課　☎63-4807

○自動車税は、４月１日現在の

登録上の所有者（割賦販売の場

合は使用者）に課税されます。

○納 付 が 納 期 限 を 過 ぎ た 場 合

は、延滞金が加算されます。

問大分県税事務所豊後大野納税

　事務所　☎0974-22-7501

　地域包括支援センター（市総合社会福祉センター内）

は10連休の間、次の日時に介護相談を受け付けます。

開  所  日　４月27日㈯、30日㈫、

　　　　　５月１日㈬、２日㈭、４日㈯

開所時間　午前８時30分～午後５時

問竹田市地域包括支援センター（つるかめ）　☎63-0310

※その他緊急の場合は、090-4489-2454に連絡してください。

月
間
・
そ
の
他

○不正大麻・けし撲滅運動

　（５／１～６／30）

○憲法週間（５／１～７）

○赤十字運動月間（５／１～

31）

○人権擁護委員の日（６／１）

○ＨＩＶ（エイズ）検査普及

　週間（６／１～７）

○歯と口の健康週間（６／４

～10）

天皇の即位の日

こどもの日 振替休日

  竹田市地域包括支援センター（つるかめ）の連休対応 商工観光課からのお知らせ 今年度の自動車税の
納期限は５月31日㈮です

長
湯
温
泉
に
「
ク
ア
パ
ー
ク
長
湯
」
が
プ
レ
オ
ー
プ
ン
。
４
／
25
よ
り
ク
ア
ハ
ウ
ス
（
温
浴
施
設
）
と
レ
ス
ト
ラ
ン
棟
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
！

グランツたけたは５月６日㈪

まで、施設１年点検のため臨

時休館とします。
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市
で
は
、
地
域
住
民
に
密
着
し
た

総
合
的
な
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
に
、
地
域
や
関
係
機
関
の
代
表

及
び
公
募
委
員
で
構
成
さ
れ
た
「
竹

田
市
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
」
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

　

広
く
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
伺
う

た
め
に
、
若
い
世
代
（
20
代
～
40
代
）

の
公
募
委
員
（
任
期
２
年
）
を
募
集

し
ま
す
。

内
容　

市
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会

へ
の
出
席
（
年
２
回
程
度
）

人
数　

３
人

申
込
締
切　

５
月
30
日
㈭

問 

保
険
健
康
課　

☎
63

－

４
８
１
０

　

買
い
物
支
援
を
必
要
と
す
る
高
齢

者
や
障
が
い
者
の
方
、
子
育
て
世
帯

な
ど
に
対
し
て
自
宅
等
へ
の
移
動
販

売
を
実
施
す
る
移
動
販
売
協
力
事
業

所
を
募
集
し
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
内
容

　

日
常
生
活
に
欠
か
せ
な
い
食
品
ま

た
は
日
用
品
の
移
動
販
売
で
、
見
守

り
と
声
掛
け
を
兼
ね
た
さ
ま
ざ
ま
な

買
い
物
支
援
サ
ー
ビ
ス

ス
テ
ッ
カ
ー
の
交
付

　

市
で
は
、
店
舗
・
事
業
所
の
サ
ー

ビ
ス
内
容
等
が
基
準
を
満
た
し
て
い

る
と
認
め
た
場
合
、「
竹
田
市
移
動

販
売
協
力
事
業
所
証
（
ス
テ
ッ

カ
ー
）」
を
事
業
所
に
交
付
し
ま
す
。

※
事
業
所
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
等
は
市

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

問 

高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
支
援
係

☎
63

－

４
８
０
９

　

身
体
障
害
者
相
談
員
・
知
的
障
害

者
相
談
員
は
、
市
か
ら
の
委
託
に
よ

り
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
各
種
（
補

装
具
、
税
金
、
年
金
、
手
当
等
）
の

相
談
に
応
じ
、
必
要
な
支
援
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
内
容
に
つ
い
て
の
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

身
体
障
害
者
相
談
員

加
藤　

孝
介　

☎
62

－

２
５
２
２

川
浪　

昭
磨　

☎
62

－

３
７
０
８

佐
藤　

一
夫　

☎
68

－

３
０
９
４

大
久
保
實
雄　

☎
77

－

２
７
７
１

吉
野　

英
明　

☎
75

－

２
６
１
２

工
藤　

正
博　

☎
78

－

１
１
０
０

知
的
障
害
者
相
談
員

髙
山　

由
美

☎
０
９
０

－

５
３
８
４

－

８
５
２
１

（
月
・
水
・
金
・
日
曜　

対
応
可
）

問 

社
会
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

☎
63

－

４
８
１
１

住
宅
改
造
助
成
事
業

　

高
齢
者
の
方
及
び
高
齢
者
が
い
る

世
帯
に
、
住
宅
設
備
等
を
在
宅
高
齢

者
に
適
す
る
よ
う
改
造
す
る
た
め
に

か
か
っ
た
費
用
に
対
し
て
、
そ
の
経

費
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。
補
助
率
は
対
象
工
事
費
の
３

分
の
２
で
す
。

※
上
限
40
万
円
。
但
し
、
介
護
認
定

を
受
け
て
い
る
方
は
上
限
額
２
６
・

６
万
円

対
象
者　

次
の
項
目
の
い
ず
れ
に
も

該
当
す
る
世
帯
で
す
。
た
だ
し
、
⑴

に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
世
帯
と
な
り
ま
す
。

⑴ 

①
要
介
護
認
定
に
お
い
て
、
要
支

援
・
要
介
護
と
認
定
さ
れ
た
在
宅

の
高
齢
者
が
い
る
世
帯
、
②
75
歳

以
上
の
在
宅
高
齢
者
が
い
る
世

帯
、
③
在
宅
高
齢
者
の
み
の
世
帯

（
在
宅
高
齢
者
の
み
の
世
帯
と
は

年
齢
が
お
お
む
ね
65
歳
以
上
で
あ

る
こ
と
）

⑵ 

世
帯
員
が
市
内
に
住
所
を
有
す
る

福
祉
・
健
康

竹
田
市
健
康
づ
く
り
推
進
協
議

会
の
公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す

移
動
販
売
協
力
事
業
所
を
募
集

し
ま
す

身
体
障
害
者
相
談
員
・
知
的
障

害
者
相
談
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

在
宅
高
齢
者
の
方

５月の

竹田市役所　☎0974-63-1111（代表）
　　荻支所　☎0974-68-2211（代表）
　久住支所　☎0974-76-1111（代表）
　直入支所　☎0974-75-2211（代表）
◎竹田市公式ホームページ
　http://www.city.taketa.oita.jp/

５月は赤十字運動月間です

日本赤十字社の活動資金にご協力を

５月は消費者月間です。今年のテーマは

「ともに築こう　豊かな消費社会
　　～誰一人取り残さない2019 ～」

　多くの市民の皆さんから日本赤十字社にお

寄せいただいている会費（年間500円以上）

は、災害や紛争による被災者や犠牲者などへ

の救護活動をはじめとして、さまざまな事業

に活用されています。

　５月は「赤十字運動月間」で、活動資金を

ご寄付いただける方々の募集を行っていま

す。ご寄付に対しては、税制上の優遇措置の

ほか表彰制度もあります。

　特に20万円以上の高額寄付者には、８月

に開催される「九州八県赤十字大会」（長崎

県）にて有功章の授与があります。市民の皆

さまのご理解とご協力をお願いします。

問社会福祉課管理係　☎63-4811

　2015年９月に国連の持続可能な開発サ

ミットで採択された「持続可能な開発目標」

は、経済・社会・環境をめぐる広範な課題に

ついて、全ての関係者の役割を重視し、「誰

一人取り残さない」世界の実現を目指す国際

目標です。

　そこで、さまざまな主体が当事者としてそ

れぞれの役割について考え、連携して行動す

るきっかけとなるよう、今年度の消費者月間

でも「ともに築こう　豊かな消費社会～誰一

人取り残さない2019 ～」を統一テーマとし

て掲げています。

　皆さんも消費者が安全・安心で豊かに暮

らすことができる社会の実現に向け、この機

会に消費者問題について考えてみましょう。

問市民課（竹田市消費生活センター）

　☎63-4834 ※午前８時30分～午後５時（月～金曜）

　大分県消費生活・男女共同参画プラザ

　（アイネス）☎097-534-0999

広報たけた  令和元年５月号 14



たけたんインフォ

はがし口のあるラベル
（ロールラベル）

ミシン目入りのラベル
（シュリンクラベル）

はがし口

付き
ミシン目入り

こ
と

⑶ 

生
計
中
心
者
の
前
年
の
所
得
金
額

が
２
０
０
万
円
未
満
の
世
帯

対
象
と
な
る
工
事

　

手
す
り
の
取
り
付
け
、
段
差
の
解

消
、
滑
り
防
止
、
和
式
便
器
か
ら
洋

式
便
器
へ
の
取
り
替
え
、
扉
の
取
り

替
え
等

申
込
方
法　

６
月
14
日
㈮
ま
で
に
必

要
書
類
（
申
請
書
・
個
別
調
書
・
見

積
書
・
現
場
見
取
図
・
現
況
写
真
・

納
税
証
明
書
（
完
納
証
明
書
）・
誓

約
書
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
事

前
着
工
不
可
）

■申
・
問 

高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険

係　

☎
63

－

４
８
０
９

　

在
宅
重
度
障
が
い
者
の
方
の
身
体

機
能
障
が
い
等
に
よ
る
在
宅
生
活
に

お
け
る
不
便
や
危
険
を
軽
減
す
る
た

め
、
住
宅
改
造
費
の
助
成
制
度
が
あ

り
ま
す
。
補
助
率
は
対
象
工
事
費
の

３
分
の
２
で
す
。（
上
限
40
万
円
）

対
象
者　

次
の
項
目
の
い
ず
れ
に
も

該
当
す
る
世
帯
で
す
。
た
だ
し
、
⑴

に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
世
帯
と
な
り
ま
す
。

⑴ 

重
度
障
が
い
者
（
身
体
障
害
者
手

帳
１
、
２
級
・
療
育
手
帳
Ａ
１
、

Ａ
２
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
１
級
の
方
）
の
い
る
世
帯

⑵ 

世
帯
員
が
市
内
に
住
所
を
有
す
る

こ
と

⑶ 

生
計
中
心
者
の
前
年
の
所
得
金
額

が
２
０
０
万
円
未
満
の
世
帯

対
象
と
な
る
工
事

　

玄
関
、
台
所
、
浴
室
、
便
所
、
廊

下
、
居
室
、
階
段
、
洗
面
所
等
を
利

用
し
や
す
く
改
造

申
込
方
法　

６
月
14
日
㈮
ま
で
に
必

要
書
類
（
協
議
書
・
計
画
書
・
個
別

調
書
・
見
積
書
・
改
造
前
後
の
見
取

図
・
現
況
写
真
）
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。（
事
前
着
工
不
可
）

■申
・
問 

社
会
福
祉
課
障
が
い
福
祉

係　

☎
63

－

４
８
１
１

減
免
申
請

　

市
で
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
療
育
手

帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
の
い
ず
れ
か
の

手
帳
を
お
持
ち
の
方
に
対
し
て
、
軽

自
動
車
税
の
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
軽
自
動
車
税
の
減
免
を

ご
希
望
の
方
は
、
減
免
申
請
の
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の　

　

障
害
者
手
帳
等
、
印
鑑
、
運
転
免

許
証
、
車
検
証
、
障
が
い
を
お
持
ち

の
方
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
番
号
が
分

か
る
書
類

申
請
期
限　

５
月
31
日
㈮

申
請
場
所　

税
務
課
及
び
各
支
所
地

域
振
興
課

※
障
が
い
の
内
容
等
に
よ
り
、
減
免

に
該
当
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
障
が
い
の
あ
る
方
と
運
転
す
る
方

が
異
な
る
場
合
等
は
、
別
途
書
類
が

必
要
で
す
。
書
類
の
準
備
に
時
間
が

か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
お
問
い
合
わ
せ
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
平
成
30
年
度
減
免
の
適
用

を
受
け
た
方
に
対
し
て
、
３
月
に
現

況
届
出
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
す

で
に
届
出
書
を
提
出
さ
れ
た
方
は
、

新
た
に
減
免
の
申
請
を
行
う
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

現
況
届
出
書
の
提
出
が
お
済
み
で

な
い
方
は
、
５
月
31
日
㈮
ま
で
に
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
そ
の
他
、
公
益
の
た
め
に
使
用
す

る
軽
自
動
車
や
、
車
体
の
構
造
が
身

体
障
が
い
者
等
専
用
の
軽
自
動
車

（
車
い
す
用
リ
フ
ト
付
き
な
ど
）
に

対
す
る
減
免
制
度
も
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
税
務
課
課
税
係
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

税
務
課
課
税
係

☎
63

－

１
１
１
１
（
内
線
１
２
６
）

在
宅
重
度
障
が
い
者
の
方

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
は
お

済
み
で
す
か
？

  竹田市指定ごみ袋包装紙（紙ラベル）

  広告掲載事業者を募集します

　平成31年度に市が作成する指定ごみ袋１ロール

の包装紙に企業広告を掲載しませんか。

募集期間　５月７日㈫～17日㈮

広告掲載料　１ロール紙（大・小１枠ずつのセッ

トで）0.6円（消費税及び地方消費税を含む）

①ゴミ袋ロール作成数（今年度概算数）

　102,720ロール

②広告掲載料　

　61,632円

提出書類
①竹田市指定ごみ包装

　紙広告掲載申請書

②市税等完納証明書

③法人の概要が分かる

　書類（定款等）

④その他

■申・問 市民課環境衛

生係　☎63-4821

  ８月から分別されていない
  ペットボトル容器は収集しません
　皆さんから排出されたペットボトル容器は、再商品化事業者

に引き渡しをしています。キャップとラベルがついたものは事

業者で外すため、その処理費を市が負担しています。

　８月から、キャップとラベルがついたままのぺットボトル容

器ごみ（緑色袋）は収集しません。処理費削減と資源リサイク

ルのためにご協力をお願い

します。

　今のペットボトルはリサイ

クルしやすいようにミシン目

やはがし口があります。

　キャップとラベルを外し

（首のリングはついたままでよい）、軽くすすいで出してください。

　外したキャップとラベルは廃プラごみ（青色袋）で出してください。

　環境衛生係では、ごみ分別の出前講座を行っていますので、

希望される場合は環境衛生係までお問い合わせください。

問 市民課環境衛生係　☎63-4821

環境衛生係よりお知らせ

竹田市

燃えるごみ大

小 枠

大 枠

大 枠

（包装紙広告例）

小 枠

2019年５月発行15



※問い合わせ先で、市外局番が掲載されていない電話番号はすべて（0974）が市外局番となります。

里
　
親

　

里
親
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に

よ
り
家
庭
で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
な

い
子
ど
も
を
家
族
の
一
員
と
し
て
迎

え
、
あ
た
た
か
な
家
庭
で
愛
情
を

持
っ
て
養
育
し
て
く
だ
さ
る
方
の
こ

と
で
す
。
資
格
や
経
験
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。
養
育
を
お
願
い
す
る
期
間

も
数
日
間
か
ら
数
年
間
ま
で
さ
ま
ざ

ま
で
す
。

　

県
で
は
広
く
里
親
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
次
の
日
程
で
里
親
募
集
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
関
心
の
あ

る
方
は
ぜ
ひ
説
明
会
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

日
時　

５
月
20
日
㈪　

午
前
10
時
～

12
時

場
所　

市
役
所
本
庁
舎
３
階　

第
５

会
議
室

問 

大
分
県
中
央
児
童
相
談
所　

里

親
担
当　

☎
０
９
７

－

５
４
４

－

２
０
１
６

 

年
　
金

　

20
歳
以
上
の
方
は
学
生
で
あ
っ
て

も
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
が
、
一
般
的
に
所
得
が
少

な
い
学
生
の
方
に
つ
い
て
は
、
ご
本

人
の
所
得
が
一
定
の
金
額
以
下
の
場

合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、
学
校
教
育
法

に
規
定
す
る
大
学
（
大
学
院
）、
短

期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学

校
、
専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
（
修

業
年
限
１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）
に

在
学
す
る
学
生
等
で
、
ご
本
人
の
前

年
所
得
が
一
定
の
金
額
以
下
で
あ
る

こ
と
が
条
件
で
す
。

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
４

月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
と
な
り
ま
す

が
、
承
認
を
受
け
た
次
の
年
度
も
在

学
予
定
の
場
合
で
、
引
き
続
き
学
生

納
付
特
例
制
度
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
４
月
初
め
に
送
ら
れ
て
き
た
再

申
請
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

問 

大
分
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

☎
０
９
７

－

５
５
２

－

１
２
１
１

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

保
険
料
（
年
額
）
を
算
出
す
る
た

め
の
「
均
等
割
額
」
と
「
所
得
割
率
」

を
保
険
料
率
と
言
い
、
県
内
の
全
域

で
均
一
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、

こ
の
保
険
料
率
は
２
年
ご
と
に
見
直

さ
れ
ま
す
。

　

大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
の
平
成
31
年
度
の
保
険
料
率
は

次
の
と
お
り
で
す
。

平成31年度

47,000円 

9.06% 

62万円

均 等 割 額

所 得 割 率

賦課限度額

※
前
年
所
得
と
は
、
前
年
の
総
所
得

金
額
等
か
ら
基
礎
控
除
額
（
33
万
円
）

を
差
し
引
い
た
金
額
と
な
り
ま
す
。

問 

保
険
健
康
課
国
保
・
高
齢
者
医

療
係　

☎
63

－

１
１
１
１
（
内
線
１

７
９
）
／
大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合　

☎
０
９
７

－

５
３
４

－

１

７
７
１
（
代
表
）

　

豊
肥
保
健
所
で
は
こ
の
週
間
に
合

わ
せ
て
、
無
料
、
匿
名
で
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
夜
間
検
査
を
実

施
し
ま
す
。

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
誰
も
が
か
か
る
可
能
性

の
あ
る
身
近
な
病
気
で
す
。
予
防
の

た
め
に
も
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

日
時　

６
月
４
日
㈫　

午
後
５
時
～

７
時

場
所　

豊
肥
保
健
所

※
検
査
に
か
か
る
時
間
は
１
時
間
程

度
で
す
。
検
査
を
希
望
さ
れ
る
方
は

６
月
３
日
㈪
ま
で
に
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。

問 

大
分
県
豊
肥
保
健
所
地
域
保
健

課　

☎
０
９
７
４

－

22

－

０
１
６
２

公
売
会

　

市
で
は
次
の
日
程
で
不
動
産
公
売

会
を
行
い
ま
す
。

　

公
売
と
は
、
市
税
等
の
滞
納
に
よ

り
滞
納
者
か
ら
差
し
押
さ
え
た
財
産

を
入
札
な
ど
の
方
法
で
売
却
す
る
手

続
き
で
す
。
公
売
財
産
の
売
却
代
金

は
滞
納
市
税
等
に
あ
て
ら
れ
ま
す
。

　

入
札
形
式
で
行
い
ま
す
が
、
対
象

地
が
農
地
で
あ
る
た
め
、「
買
受
適

格
証
明
書
」
が
入
札
時
に
必
要
と
な

り
ま
す
。
５
月
20
日
㈪
ま
で
に
市
農

業
委
員
会
で
申
請
手
続
き
を
行
い
、

参
加
受
付
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

入
札
に
参
加
す
る
た
め
の
条
件
や

事
前
に
準
備
し
て
い
た
だ
く
書
類
等

が
あ
り
ま
す
の
で
、
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

里
親
募
集
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

国
民
年
金
保
険
料

学
生
納
付
特
例
制
度

平
成
31
年
度
の

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

６
月
１
日
～
７
日
は

Ｈ
Ｉ
Ｖ（
エ
イ
ズ
）検
査
普
及
週
間
で
す

不
動
産
公
売
会
を
行
い
ま
す

年間保険料

上限 62 万円

①均等割額

47,000 円

②所得割額
※前年所得× 9.06％

＝

+

↑公売対象となっている不動産の一部
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たけたんインフォ

期
日　

６
月
18
日
㈫

日
程　

〔
受
付
〕
午
後
１
時
30
分
～

／
〔
説
明
〕
午
後
２
時
～
／
〔
入
札
〕

午
後
２
時
30
分
～
／
〔
開
札
〕
午
後

２
時
46
分

場
所　

市
役
所
本
庁
舎
１
階　

税
務

課
横
会
議
室

公
売
財
産
の
内
容

・
公
売
財
産
の
種
類　

不
動
産
（
田

４
筆
）

・
見
積
額　

54
万
円

・
公
売
保
証
金　

５
万
５
千
円

・
対
象
地　

竹
田
市
久
住
町
大
字
久

住
字
大
久
保
４
６
４
番
（
３
６
２
１

平
方
メ
ー
ト
ル
）
／
同
字
大
久
保
４

６
９
番
（
２
２
６
４
平
方
メ
ー
ト
ル
）

／
同
字
大
久
保
４
７
０
番
１
（
２
１

２
４
平
方
メ
ー
ト
ル
）
／
同
字
大
久

保
４
７
０
番
２
（
１
５
９
平
方
メ
ー

ト
ル
）

問 

税
務
課
特
別
収
納
推
進
室　

☎
63

－

１
１
１
１
（
内
線
１
９
５
）

都
市
計
画

　

県
で
は
、
都
市
計
画
道
路
玉
来
吉

田
線
「
国
道
57
号
玉
来
交
差
点
」
か

ら
「
玉
来
駅
」
ま
で
、
及
び
接
続
す

る
竹
田
玉
来
線
の
都
市
計
画
変
更
に

関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

５
月
15
日
㈬　

午
後
６
時
30

分
～

会
場　

竹
田
市
中
央
公
民
館
玉
来
分
館

問 

大
分
県
竹
田
土
木
事
務
所
建
設

保
全
課
企
画
道
路
班　

☎
63

－

２
１
０
８

審
査
会

　

「
銃
砲
刀
剣
類
登
録
証
」
が
つ
い

て
い
な
い
古
式
銃
砲
や
刀
剣
類
は
所

持
で
き
ま
せ
ん
。
必
ず
県
教
育
委
員

会
の
銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会
に
出

向
き
、
登
録
証
の
交
付
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

期
日　

５
月
８
日
、
７
月
10
日
、
９

月
11
日
、
11
月
13
日
、
１
月
８
日
、

３
月
11
日　

※
い
ず
れ
も
水
曜
日

時
間　

午
後
１
時
～
５
時
（
受
付
は

４
時
30
分
ま
で
）

会
場　

大
分
県
庁
舎
別
館
８
階
84
会

議
室

※
会
場
に
は
、
現
物
と
発
見
届
出
済

証
・
登
録
手
数
料
（
１
件
に
つ
き
６

３
０
０
円
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

代
理
人
で
も
結
構
で
す
。
た
だ
し
家

族
以
外
の
代
理
人
は
委
任
状
が
必
要

で
す
。

※
登
録
証
を
紛
失
し
た
場
合
は
、
登

録
証
の
再
交
付
（
１
件
に
つ
き
３
５

０
０
円
の
手
数
料
が
必
要
）
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

※
未
登
録
物
件
の
所
持
・
売
買
は
で

き
ま
せ
ん
。

問 

大
分
県
教
育
庁
文
化
課　

☎
０
９
７

－

５
０
６

－

５
４
９
８
（
銃

砲
刀
剣
類
登
録
事
務
担
当
・
髙
宮
ま

た
は
松
岡
）

職
業
訓
練

募
集
コ
ー
ス　

３
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
活
用

科
、
溶
接
施
工
技
術
科
、
建
築
Ｃ
Ａ

Ｄ
・
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科
、
設
備
技

術
科

訓
練
期
間　

７
月
２
日
㈫
～
２
０
２    

０
年
１
月
31
日
㈮

募
集
期
間　

５
月
７
日
㈫
～
31
日
㈮

受
講
料　

無
料

※
説
明
会
を
５
月
21
日
㈫
に
行
い
ま
す
。

■申
・
問 

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

（
大
分
市
皆
春
１
４
８
３

－

１
）

☎
０
９
７

－

５
２
９

－

８
６
１
５　

講
　
習

　

猟
銃
若
し
く
は
空
気
銃
の
所
持
許

可
を
受
け
よ
う
と
す
る
初
心
者
の
方

へ
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

５
月
25
日
㈯　

午
前
９
時
30

分
～
午
後
５
時

会
場　

コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
３
階　

３

０
０
会
議
室
（
大
分
市
府
内
町
１

－

５

－

38
）

会
費　

６
８
０
０
円
（
大
分
県
収
入

証
紙
で
納
入
し
て
く
だ
さ
い
）

受
付
期
間　

５
月
10
日
㈮
ま
で

※
午
前
９
時
～
午
後
５
時
45
分
の
間

（
た
だ
し
、
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

申
込
先　

竹
田
警
察
署
生
活
安
全
課

提
出
書
類
等

⑴
猟
銃
等
講
習
会
受
講
申
込
書　

１

通
（
警
察
署
に
備
え
付
け
の
も
の
）

⑵
写
真
１
枚
（
受
講
前
６
か
月
以
内

に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、
上
三
分

身
、
無
背
景
、
縦
30
ミ
リ
×
横
24
ミ

リ
の
も
の
）

⑶
印
鑑
（
署
名
の
場
合
は
不
要
）

問 

竹
田
警
察
署
生
活
安
全
課　

☎
63

－

２
１
３
１

都
市
計
画
変
更
に
関
す
る
説
明
会

平
成
31
年
度

大
分
県
銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

７
月
受
講
生
募
集

平
成
31
年
度

第
１
回
猟
銃
等
初
心
者
講
習
会

公営住宅の入居者を募集します

１．公営住宅（15戸）

地域 住　宅　名 戸数 備　　考

竹田

七里団地 Ｂ棟 １ 世帯

玉来第１団地 １ 単身可

玉来第２団地 １ 単身可

県営下矢倉住宅 １ 世帯

県営豊岡住宅 １ 単身可

荻 栄住宅 １ 世帯

久住

田向住宅 ２ 単身可

桐迫住宅 ２ 単身可

池の口住宅 １ 世帯

さくら住宅 ２ 単身35歳以下

さくら団地 １ 世帯

直入 芹川団地 １ 世帯

２．特定公共賃貸住宅（４戸）

地域 住　宅　名 戸数 備　　考

竹田
七里団地 Ｆ棟 １ 単身35歳以下

七里第２団地 Ｂ棟 ２ 単身35歳以下

直入 ドイツ村住宅 １ 世帯

■申込方法
　竹田市住宅管理センター（市役所建設課横）または各支

所地域振興課に備え付けの入居申込書に必要事項を記入の

うえ、提出してください。

募集期間　５月７日㈫～ 15日㈬　※土･日曜を除く

抽　選　日　５月17日㈮　午前10時～（市役所）

入居指定日　６月16日㈰または７月１日㈪　

　　　　　※県営は７月１日㈪

※ 次回の募集月は８月です。詳細は大分県住宅供給公社の

ホームページをご覧ください。

問 竹田市住宅管理センター　☎63-4400

2019年５月発行17



※問い合わせ先で、市外局番が掲載されていない電話番号はすべて（0974）が市外局番となります。

日
時　

６
月
13
日
㈭

会
場　

大
分
県
教
育
会
館
（
大
分
市

大
字
下
郡
４
９
６

－

38
）

受
付
期
間　

５
月
14
日
㈫
～
20
日
㈪

受
講
料　

６
５
０
０
円

定
員　

80
人

日
時　

７
月
11
日
㈭

会
場　

大
分
県
教
育
会
館
（
大
分
市

下
郡
４
９
６

－

38
）

受
付
期
間　

６
月
10
日
㈪
～
14
日
㈮

受
講
料　

６
５
０
０
円

定
員　

80
人

各
講
習
の
受
講
申
込
書
の
入
手
方
法

　

各
消
防
本
部
（
局
）、
大
分
県
消

防
設
備
安
全
協
会
の
窓
口
ま
た
は
日

本
防
火
・
防
災
協
会
及
び
大
分
県
消

防
設
備
安
全
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

※
当
日
の
申
し
込
み
は
不
可

■申
・
問　

（
一
財
）
大
分
県
消
防
設

備
安
全
協
会
（
〒
８
７
０

－
０
０
２

３　

大
分
市
長
浜
町
２
丁
目
12

－

10 

昭
栄
ビ
ル
４
階
）

☎
０
９
７

－

５
３
７

－

３
１
２
５　

FAX
０
９
７

－
５
３
７

－

３
１
３
９

農
　
業

　

椎
茸
産
地
の
振
興
と
椎
茸
生
産
者

の
経
営
安
定
対
策
を
目
的
と
し
て
、

市
で
は
椎
茸
種
駒
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。
次
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合

は
申
請
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

補
助
対
象
者　

市
内
に
住
所
を
有
す

る
椎
茸
生
産
者

補
助
対
象
要
件　

平
成
30
年
11
月

か
ら
令
和
元
年
５
月
の
間
に
植
菌
し

た
種
駒
が
２
万
駒
を
超
え
る
生
産
者

補
助
金
額　

植
菌
し
た
種
駒
が
２
万

駒
を
超
え
る
分
に
つ
き
、
１
駒
あ
た

り
１
・
０
円
を
補
助

提
出
先　

農
政
課
林
業
振
興
室
ま
た

は
各
支
所
地
域
振
興
課
産
業
建
設
係

受
付
期
間　

８
月
30
日
㈮
ま
で

※
詳
細
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問 

農
政
課
林
業
振
興
室　

☎
63

－

４

８
０
５

　

大
分
県
立
農
業
大
学
校
で
は
新
規

就
農
者
の
確
保
対
策
と
し
て
、
就
農

希
望
者
を
対
象
に
研
修
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

期
間　

７
月
５
日
㈮
～
２
０
２
０
年

３
月
４
日
㈬　

午
前
８
時
45
分
～
午

後
４
時

※
月
～
金
曜
の
平
日
。
盆
休
み
・
冬

休
み
あ
り
。

内
容　

野
菜
の
栽
培
実
習
、
基
礎
講

座場
所　

大
分
県
立
農
業
大
学
校
（
豊

後
大
野
市
三
重
町
赤
嶺
）

費
用　

３
万
２
千
円

募
集
締
切　

５
月
20
日
㈪　

午
後
５

時
ま
で

選
考
試
験　

６
月
７
日
㈮　

午
後
１

時
15
分
～

申
込
方
法　

所
定
の
申
込
書
に
よ

り
、
豊
肥
振
興
局
生
産
流
通
部
（
竹

田
市
大
字
竹
田
１
５
０
１

－

２
）
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問 

大
分
県
立
農
業
大
学
校
研
修
部

☎
０
９
７
４

－

22

－

７
５
８
３

試
　
験

日
時　

10
月
12
日
㈯　

午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

会
場　

大
分
大
学
旦
野
原
キ
ャ
ン
パ
ス

受
付
期
間　

５
月
13
日
㈪
～
６
月
７

日
㈮
※
消
印
有
効

申
込
方
法　

公
益
社
団
法
人
調
理
技

術
技
能
セ
ン
タ
ー
調
理
師
試
験
担
当

（
〒
１
０
３

－

０
０
１
２　

東
京
都

中
央
区
日
本
橋
堀
留
町
２

－

８

－

５ 

Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｃ
ビ
ル
５
階
）
ま
で
簡
易
書

留
で
郵
送

※
受
験
資
格
等
に
つ
い
て
は
、
県
内

の
保
健
所
等
で
配
布
す
る
受
験
案
内

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問 

公
益
社
団
法
人
調
理
技
術
技
能

セ
ン
タ
ー　

☎
03

－

３
６
６
７

－

１
８
１
５

大
分
県
福
祉
保
健
部
健
康
づ
く
り
支

援
課　

☎
０
９
７

－

５
０
６

－

２
６
６
３

憲
法
週
間
行
事

　

憲
法
週
間
（
５
月
１
日
～
７
日
）

の
行
事
の
一
環
と
し
て
、
裁
判
員
裁

判
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た

め
、
模
擬
裁
判
体
験
や
法
廷
見
学
が

で
き
る
「
裁
判
員
体
験
ツ
ア
ー
」
を

開
催
し
ま
す
。

日
時　

５
月
22
日
㈬　

午
後
２
時
～

３
時
15
分
（
受
付
は
１
時
30
分
～
）

場
所　

大
分
地
方
・
家
庭
裁
判
所
大

会
議
室
（
大
分
市
荷
揚
町
７

－

15
）

募
集
人
数　

28
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

申
込
方
法　

電
話
に
よ
る
申
し
込
み

※
過
去
に
裁
判
員
体
験
ツ
ア
ー
に
参

加
さ
れ
た
方
は
申
し
込
み
で
き
ま
せ

ん
。

※
当
日
、
報
道
機
関
が
取
材
に
入
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

■申
・
問 

大
分
地
方
・
家
庭
裁
判
所

事
務
局
総
務
課
庶
務
係　

☎
０
９

７

－

５
３
２

－

７
１
６
１（
内
線
６
１
２
）

防
災
管
理
新
規
講
習

甲
種
防
火
管
理
再
講
習

椎
茸
種
駒
助
成
を
行
い
ま
す

大
分
県
立
農
業
大
学
校

就
農
準
備
研
修（
野
菜
中
期
コ
ー
ス
）

平
成
31
年
度

大
分
県
調
理
師
試
験

裁
判
員
体
験
ツ
ア
ー
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たけたんインフォ／ふるさと求人情報

　

80
歳
で
20
本
以
上
の
自
分
の
歯
を

保
つ
こ
と
は
、
心
身
の
健
康
の
保
持

増
進
に
重
要
で
す
。

　

口
腔
の
健
康
の
重
要
性
を
啓
発
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
今
年
も
「
高
齢

者
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開

催
し
ま
す
。

対
象
者　

平
成
31
年
3
月
31
日
現

在
、
満
80
歳
以
上
（
昭
和
14
年
3
月

31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）
で
、
自

分
の
歯
を
20
本
以
上
保
持
さ
れ
て
い

る
方

※
た
だ
し
、
以
前
に
本
コ
ン
ク
ー
ル

で
県
表
彰
さ
れ
た
方
を
除
く
。

コ
ン
ク
ー
ル
日
時　

６
月
６
日
㈭　

午
後
１
時
～

場
所　

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
会
議
室

申
込
締
切　

５
月
24
日
㈮

■申
・
問 

保
険
健
康
課　

☎
63

－

４
８
１
０

　

歯
と
口
の
健
康
週
間
に
ち
な
ん

で
、
図
画
ポ
ス
タ
ー
と
標
語
の
作
品

を
募
集
し
ま
す
。

◇
図
画
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

対
象　

幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学

校
、
高
等
学
校
、
特
別
支
援
学
校
に

通
う
幼
児
・
児
童
・
生
徒

募
集
期
間　

５
月
14
日
㈫
ま
で
に
幼

稚
園
、
各
学
校
に
提
出

◇
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

対
象　

小
学
校
、
中
学
校
、
特
別
支

援
学
校
に
通
う
児
童
・
生
徒

募
集
期
間　

５
月
31
日
㈮
ま
で
に
大

分
県
歯
科
医
師
会
に
提
出

※
作
品
規
格
や
応
募
方
法
等
詳
細
に

つ
い
て
は
、
幼
稚
園
、
各
学
校
に
配

布
し
て
い
る
実
施
要
項
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問 

一
般
社
団
法
人
大
分
県
歯
科
医

師
会
（
〒
８
７
０

－
０
８
１
９　

大

分
市
王
子
新
町
６
番
１
号
）

☎
０
９
７

－
５
４
５

－

３
１
５
１

「
高
齢
者
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー

ル
」を
開
催
し
ま
す

第
59
回
図
画
ポ
ス
タ
ー
＆
第
４

回
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

①
土
木
作
業
員 

３
人 

19
・
４
万
円 

②
ト
レ
ー
ラ
ー
運
転
手 

１
人 

25
～

28

万
円 

③
郵
便
外
務
員 

２
人 

14
・
６
万
円 

④
大
型
ダ
ン
プ
運
転

手 

１
人 

19
・
２
～
21
・
６
万
円 

⑤
フ
ロ
ン
ト
係 

１
人 

15
～
17
・
７

万
円 

⑥
林
業
作
業
員 

２
人 

19
・

2
～
24
万
円 

⑦
収
穫
作
業
員 

２
人 

14
～
20
万
円 

⑧
施
設
で
の
介
護 

１

人 

12
～
18
・
1
万
円 

⑨
土
木
施
工

管
理
技
士 

１
人 

20

～
35

万
円 

⑩

タ
ク
シ
ー
乗
務
員 

２
人 

13
・
4
～

21
・
4

万
円 

⑪
企
画
・
広
報
等
運

営
業
務 

２
人 

17
・
1
～
20
・
1
万

円 

⑫
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
品
質
管
理 

１
人 

16
・
5
～
19
万
円

〔
パ
ー
ト
求
人
〕
（
時
給
）

⑬
接
客
係 

１
人 

９
０
０
円 

⑭
製

造 

２
人 

７
８
０
～
８
０
０
円 

⑮

商
品
の
レ
ン
タ
ル
及
び
販
売
ス

タ
ッ
フ 

１
人 

９
０
０
～
１
０
０
０

円 

⑯
経
理
事
務
員 

１
人 

９
０
０

円 

⑰
温
泉
管
理
（
夜
勤
） 

２
人 

１

０
０
０
円 

⑱
作
業
員 

２
人 

７
６

２
～
８
０
０
円 

⑲
調
理
員 

１
人 

８
０
０
円 

⑳
介
護
職 

３
人 

７
８

０
～
８
０
０
円 

㉑
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
販
売
員 

３
人 

８
０
０
～
１
２

０
０
円 

㉒
厨
房 

１
人 

９
０
０
円 

㉓
客
室
清
掃
員 

１
人 

８
０
０
円 

㉔
作
業
員 

１
人 

７
７
４
円

問 
竹
田
市
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク　

☎
63

－

１
１
０
１

地
元
で
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

ふ
る
さ
と
求
人
情
報

風しん予防事業についてのお知らせ
　風しんは風しんウイルスによって引き起こされる感染症で、妊娠早期の妊

婦が感染すると、赤ちゃんが障がいをもって生まれてくる可能性が高くなるこ

とから、感染を防ぐことが大切です。国や県、市が実施する風しん予防事業と

して次のものがあります。

国
（抗体検査及び　

     予防接種）※１　

大分県
（抗体検査）

竹田市
（予防接種費用一部助成）

※２

対象者

昭和37年４月２日～

54年４月１日生まれ

の男性の方

①妊娠を希望する女性 

②①の配偶者などの同居者

③ 抗体価が低い妊婦の配偶者などの同居者

助成

内容

抗体検査及び

接種費用全額

（本人負担なし）

抗体検査費用全額

（本人負担なし）

接種費用一部助成

（上限3000円）
※風しん、MRワクチン１回のみ

問合

せ先

竹田市

保険健康課

☎63-4810

大分県健康づくり

支援課

☎097-506-2752

竹田市保険健康課

☎63-4810

※１  2021年度末まで段階的に実施されます。今年度は昭和47年４月２日～ 54年４月１日生ま
れの男性の方を対象に行われ、５月以降、風しん抗体検査等の受診クーポン券を送付予定
です。昭和37年４月２日～ 47年４月１日生まれの方で検査を希望する場合はお問い合わ
せください。

※２  竹田市に住民票がある方で、過去にこの助成を受けたことがない方が対象です。妊娠して
いる方、風しんにかかったことがある方、風しん単独または麻しん風しん混合（ＭＲ）予
防接種を２回以上行った方は対象外となります。

６
月
４
日
㈫
〜
10
日
㈪
は
歯
と
口
の
健
康
週
間
で
す
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休日・夜間の在宅当番医院／市民が主役！健康一直線

↑日本一ブランドを活かした料理の試食の様子。イベント等はホー
ムページ（http://taketanotabekata.com/）からご確認ください

　
竹
田
の
「
日
本
一
ブ
ラ
ン
ド
」
と

言
っ
た
ら
、
皆
さ
ん
は
何
を
思
い
浮

か
べ
る
で
し
ょ
う
か
？ 

そ
う
、
全

国
シ
ェ
ア
の
８
割
以
上
を
誇
る
、
稀

少
作
物
の
サ
フ
ラ
ン
、
そ
し
て
カ
ボ

ス
と
干
し
椎
茸
で
す
。

　
そ
れ
ら
に
さ
ら
に
磨
き
を
か
け
、

全
国
に
発
信
し
、
生
産
体
制
整
備
へ

と
つ
な
げ
る
地
方
創
生
事
業
。
そ
の

一
端
を
担
う
〝
地
域
の
宝
〞
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
い
る
の
が
、

こ
の
事
業
で
生
ま
れ
た
『
た
け
た
食

研
究
会
』
。
た
け
た
の
食
（
食
べ
方
）

を
編
集
し
、
こ
れ
か
ら
の
食
を
見
つ

め
活
動
し
て
い
こ
う
と
い
う
団
体

で
、
通
称
『
た
け
た
の
食
べ
方
編
集

室
』
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
メ
ン
バ
ー
は
料
理
人
や
生
産
者

等
で
、
食
の
マ
イ
ス
タ
ー
と
と
も
に

さ
ま
ざ
ま
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

を
通
し
て
竹
田
の
食
の
Ｐ
Ｒ
を
し
よ

う
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
牛
乳
の
消
費
拡
大
の

た
め
の
「
ミ
ル
ク
の
ミ
リ
ョ
ク
」
や

「
し
い
た
け
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」、「
た

け
た
の
食
べ
方
」
な
ど
生
産
者
ら
と

触
れ
合
い
、
直
接
話
が
聞
け
る
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
。
参
加
者
か
ら
は
楽
し

く
学
び
な
が
ら
、
お
い
し
く
味
わ
え

た
と
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
楽
し
い
食
の
活
動
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
活
動
内
容
や
イ

ベ
ン
ト
等
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
活
動
に
興
味
が
あ
り
、
入

会
し
た
い
と
い
う
方
も
募
集
中
で

す
。
保
険
健
康
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■問 

保
険
健
康
課
　
☎
63-

４
８
１
０ 

小児科外来休日当番医院

問豊後大野市民病院（☎0974-42-3121）／みやわき小児科（☎0974-24-0230） 
　三重東クリニック（☎0974-22-6333）／竹田市立こども診療所（☎63-3838）

当番日 医　療　機　関

受付時間　8:30～11:30（こども診療所は9:00～12:00）

診療時間　9:00～12:00（三重東クリニックは8:30～12:00）

受診時の注意 当番医療機関についてはやむを得ず変更になる場合がありま

す。あらかじめ当番医療機関または竹田市消防署(☎63-0119)に電話でご確

認ください。また、院外薬局が休みの場合には、あらかじめ用意された約束

処方となることがあります。なお、毎月の当番表については、大分県豊肥保

健所のホームページのお知らせ欄にも掲載しています。

休日及び夜間の在宅当番医院

5月の在宅当番医院

当番日 医療機関 電話番号 当番日 医療機関 電話番号

１㈬

２㈭

３㈮

４㈯

５㈰

６㈪

７㈫

８㈬

９㈭

10㈮

11㈯

12㈰

13㈪

14㈫

15㈬

16㈭

☎64-7777

☎63-3241

☎64-7777

☎63-3241

☎64-7777

☎63-3241

☎63-2083

☎76-0008

☎63-2304

☎75-2222

☎64-7777

☎63-3241

☎63-2270

☎63-2006

☎63-2083

☎63-3387

17㈮

18㈯

19㈰

20㈪

21㈫

22㈬

23㈭

24㈮

25㈯

26㈰

27㈪

28㈫

29㈬

30㈭

31㈮

柚須医院

竹田医師会病院

大久保病院

道全内科

志賀内科

佐藤医院

竹田診療所

安西皮膚科

大久保病院

竹田医師会病院

道全内科

志賀内科

秦医院

柚須医院

竹田クリニック

☎63-2016

☎63-3241

☎64-7777

☎63-2270

☎63-2083

☎68-2005

☎62-4014

☎63-3232

☎64-7777

☎63-3241

☎63-2270

☎63-2083

☎63-2246

☎63-2016

☎64-9000

受付時間　平日夜間　18：00～21：00　土曜日　13：00～21：00

　　　　　日曜、祝日　9：00～21：00

注意事項

・かかりつけの病院がある場合は、できるだけそこで診てもらう

ようお願いします。

・当番医は、やむを得ず変更される場合があります。必ず事前に

症状などを電話で連絡したうえで受診してください。

・症状が重い場合は救急車を呼んでください。

・原則として小学生以下の小児救急に関しては、小児科外来休日

当番病院を受診してください。

※当番医の情報については、変更になる場合があります。最新の

情報は、ケーブルテレビのデータ放送「休日当番医」をご覧い

ただくか、竹田市消防署（☎ 63-0119）でも確認できます。

大久保病院

竹田医師会病院

大久保病院

竹田医師会病院

大久保病院

竹田医師会病院

志賀内科

久住加藤医院

くどう循環器科・内科

伊藤医院

大久保病院

竹田医師会病院

道全内科

加藤内科医院

志賀内科

須小耳鼻咽喉科

豊後大野市民病院
豊後大野市民病院
豊後大野市民病院
豊後大野市民病院
豊後大野市民病院
豊後大野市民病院
みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
豊後大野市民病院
みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
みやわき小児科
みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
豊後大野市民病院
みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
豊後大野市民病院

５／ １㈬

５／ ２㈭

５／ ３㈮

５／ ４㈯

５／ ５㈰

５／ ６㈪

５／11㈯

５／12㈰

５／18㈯

５／19㈰

５／25㈯

５／26㈰

６／ １㈯

６／ ２㈰

※診療時間　9：00～12:00（受付11:30まで）

※診療時間を確認のうえ、受診してください。

※当番医の情報については、大分県歯科医師会のホームページでも確認すること

ができます。 

歯科休日当番医院

当番日 医　療　機　関 電話番号

５／ １㈬

５／ ２㈭

５／ ３㈮

５／ ４㈯

５／ ５㈰

５／ ６㈪

５／12㈰

５／19㈰

５／26㈰

６／ ２㈰

まつもと歯科クリニック
久住加藤医院　歯科診療部
長湯ごとう歯科
髙山歯科医院
ふじさわ歯科医院
竹下歯科医院
歯科筑紫医院
長湯ごとう歯科
竹田市荻歯科診療所
まつもと歯科クリニック

☎62-2400
☎76-0008
☎75-3001
☎63-2561
☎64-1118
☎62-2662
☎76-0024
☎75-3001
☎68-3263
☎62-2400

第８回　たけた食研究会

『たけたの食べ方編集室』

市民が主役！

健康一直線
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□□□□□□□□□□

今月の読み聞かせ

開館のご案内

他200冊ほど入りました。

新刊のご案内

【一般書】
・尼子姫十勇士［毎日新聞出版］

・予言の島［KADOKAWA］

・新宿花園裏交番坂下巡査［祥伝社］

・おっさんたちの黄昏商店街［潮出版社］

・大好きな町に用がある

　［スイッチ・パブリッシング］

・旅立つあなたへ－自分を愛するための20章－

　［毎日新聞出版］

・これからを生きる君へ［毎日新聞出版］

・どうぶつのかたち練習帖

　［パイインターナショナル］

・ソロタビ福岡・長崎－ひとり旅って、こんなに楽しい！－

　［JTBパブリッシング］　　

・藤田智の新・野菜づくり大全［NHK出版］

【児童書】
・悪ガキ７　よろずお悩み解決します７［静山社］

・むれ［KADOKAWA］

・ほろっと泣けるいきもの図鑑［学研プラス］

・生きものとは何か－世界と自分を知るための生物学－

　［筑摩書房］

・その情報はどこから？－ネット時代の情報選別力－

　［筑摩書房］

・朝日ジュニア学習年鑑2019［朝日新聞出版］

・こまを楽しむ（むかしからつたわる遊び）［金の星社］

・学校なぞなぞ 校内放送で使える3 放課後、クラブ活動編

　［汐文社］

・おはよう！おはよう！（紙しばい）［童心社］

諸田　玲子

澤村　伊智

香納　諒一

池永　陽

角田　光代

五木　寛之

天野　篤

秋草　愛

藤田　智

宗田　理

ひろた　あきら

今泉　忠明

本川　達雄

猪谷　千香

WILLこども知育研究所

ながた　みかこ　著／多屋　光孫　絵

とよた　かずひこ　脚本・絵

「この本をかくして」～アメリカ生まれの日本語詩人が

記憶と言葉でこの国のこれからを語ります～

５月４日㈯  午後６時30分～８時30分  みんなのひろば

　５月１日㈬から新元号「令和」となりました。令和元年、新たな気持ちでスタートです。

　10連休のゴールデンウィークはいかがお過ごしでしょうか？図書館は月曜日以外は開

館して皆さまのお越しをお待ちしています。６日㈪はお休みですので、お気をつけくだ

さい。

　新図書館も５月21日で２周年を迎えます。これまでご利用くださった方々に感謝の気

持ちでいっぱいです。

　これからも多くの皆さんに利用していただけますよう職員一同頑張っていきますの

で、どうぞよろしくお願いします。

　近年、住民の声をもとにしてつくられ

た公共施設や、空き家、空き店舗を改装

した交流施設など地元の魅力を引き出

し、地域の活性化を図る取り組みが多く

見受けられるようになりました。本書で

はその中でも全国的に話題となった図書

館もいくつか紹介されています。

　「人をつなげる」「人を集める」ことを

目指し、地域を盛り上げようとする施設

を集め、施設の持つ魅力やコンセプトを

紹介した一冊です。

おはなしひろば
　毎週火曜日 午前10時30分～11時　おはなしひろば

おはなしルーム
　５月 ９日㈭ 午後２時～２時30分　竹田幼稚園
　５月16日㈭ 午後２時～２時30分　南部幼稚園

こどもの日のおはなし会スペシャル
「アーサー・ビナードとともに」
　５月 ５日㈰ 午前10時30分～11時30分　おはなしひろば

たけのこ文庫のおはなし会
　５月11日㈯ 午後３時～３時30分　おはなしひろば

図書室のご案内

荻駅交流館図書室
　荻駅の中にみんなが集まる憩

いの場所があります。プラット

フォームに面している荻図書室

です。

　子どもから高齢者の方まで、多くの皆さんにご利用いた

だいています。月曜日から金曜日の午前10時～午後６時

まで開館していますので、ぜひお立ち寄りください！

竹田市立図書館（TEL&FAX 63-1048）
　開館時間 午前10時～午後６時　休館日 月曜日・第４金曜日

荻駅交流館図書室（TEL&FAX 68-2200）
　開館時間 午前10時～午後６時　休館日 土・日・祝日等

久住図書室（TEL 76-0717 FAX 76-0724）
直入図書室（TEL 75-2211 FAX 75-2217）
　開館時間 午前８時30分～午後５時　休館日 土・日・祝日等

竹田市立図書館（TEL&FAX 63-1048）
　開館時間 午前10時～午後６時　休館日 月曜日・第４金曜日

荻駅交流館図書室（TEL&FAX 68-2200）
　開館時間 午前10時～午後６時　休館日 土・日・祝日等

久住図書室（TEL 76-0717 FAX 76-0724）
直入図書室（TEL 75-2211 FAX 75-2217）
　開館時間 午前８時30分～午後５時　休館日 土・日・祝日等

司書おすすめの一冊

「地域発！つながる・
　集める施設のデザイン」

パイインターナショナル編著

　二年二組には「たからばこ」がある。

でも、たからものが入っているんじゃな

い。教室の中でたからくんのおとしもの

を見つけたらいれておくはこだ。たから

くんのつくえからはどんどんものがおち

ていく！どうしてそんなにおとしものが

多いのかな？でもこのはこは、たからく

んの「たからのはこ」だったんだ！ぜひ

読んでみてね。

「二年二組のたからばこ」　

山本　悦子　作／佐藤　真紀子　絵　　童心社

一般書

児童書

５月の講演会のお知らせ（主催：新竹田市立図書館を考える会）　

詩人 アーサー・ビナードによる講演会

5月
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市長コラム

〈第116回〉

文豪川端康成が晩年、よく揮毫したのが『有

由有縁』。人との出会いや物事との接点が生ま

れるのは、偶然ではなく、それなりの理由が

働くからであるという意味です。

←児童公園「竹の子ひろば」

の隣に新築移転し、診療を

再開した竹田市立こども診

療所。このエリアが子育て

の拠点になることを願う

時
代
の
う
ね
り
を
受
け
止
め
て

　
元
号
が
『
平
成
』
か
ら
『
令
和
』
に
移
っ
た
。

平
成
元
年
が
１
９
８
９
年
だ
っ
た
し
、
今
年
が
２

０
１
９
年
だ
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
30

年
を
経
た
こ
と

に
な
る
。

　
い
ま
振
り
返
っ
て
も
、
時
代
に
は
っ
き
り
と
節

目
が
あ
る
と
感
じ
た
の
が
昭
和
か
ら
平
成
に
な
っ

た
時
で
あ
っ
た
。

　
当
時
の
私
は
35

歳
。
ふ
る
さ
と
創
生
の
風
に

乗
っ
て
先
人
た
ち
が
憧
れ
た
ド
イ
ツ
に
渡
っ
た
の

だ
っ
た
。
行
っ
た
先
の
ド
イ
ツ
の
テ
レ
ビ
で
『
東

西
の
壁
』
が
崩
壊
さ
れ
る
シ
ー
ン
を
目
の
当
た
り

に
し
た
。
個
人
に
と
っ
て
も
、
地
域
に
と
っ
て

も
、
さ
ら
に
は
地
球
規
模
で
も
時
代
の
う
ね
り
が

押
し
寄
せ
て
い
る
の
を
実
感
し
た
。「
私
に
と
っ

て
も
あ
の
年
が
大
き
な
転
機
で
し
た
」
と
話
す
人

に
も
多
く
出
会
っ
た
も
の
だ
。

　
そ
し
て
、
い
ま
。
元
号
が
変
わ
る
こ
の
年
、
竹

田
市
で
は
念
願
の
中
九
州
横
断
道
路
が
開
通
し

た
。
花
の
開
花
を
予
告
す
る
よ
う
に
、
城
下
町
に

は
待
望
の
図
書
館
が
新
築
オ
ー
プ
ン
し
、
災
害
復

興
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル

『
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
』
も
完
成
し
た
。
間
も
な
く

竹
田
市
の
歴
史
文
化
の
拠
点
施
設
が
完
成
し
、
城

下
町
の
に
ぎ
わ
い
創
出
の
拠
点
施
設
『
城
下
町
交

流
プ
ラ
ザ
』
も
工
事
に
着
手
す
る
。

　
一
方
、
久
住
高
原
で
は
県
立
久
住
高
原
農
業
高

等
学
校
が
研
修
施
設
と
学
生
寮
の
新
築
を
果
た

し
て
単
独
校
化
し
、
全
国
公
募
の
道
を
拓
い
た
。

今
年
は
34

名
の
新
入
生
を
迎
え
入
れ
て
、
寮
に
は

45

名
の
生
徒
が
生
活
す
る
。
来
年
も
同
じ
よ
う
な

規
模
で
生
徒
を
集
め
る
と
寮
は
満
室
に
な
る
可
能

性
も
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
嬉
し
い
郷
土
の

ニ
ュ
ー
ス
に
応
え
る
か
の
よ
う
に
、
地
元
出
身
者

か
ら
同
窓
会
を
通
じ
て
数
千
万
円
の
寄
付
も
寄
せ

ら
れ
た
。

　
ま
た
、
今
年
で
誕
生
25

周
年
を
迎
え
る
和
太
鼓

集
団
Ｄ
Ｒ
Ｕ
Ｍ
　
Т
Ａ
Ｏ
が
久
住
の
大
地
（
あ
ざ

み
台
）
に
建
設
予
定
の
『
天
空
の
展
望
公
園
』
も
、

な
る
べ
く
早
く
事
業
着
手
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て

い
る
。

　
直
入
地
区
で
は
昭
和
８
年
に
先
人
た
ち
が
掲

げ
た
『
長
湯
温
泉
を
世
界
に
通
じ
る
温
泉
地
に
』

と
い
う
夢
を
実
現
す
べ
く
炭
酸
泉
の
源
泉
か
け
流

し
の
ク
ア
ハ
ウ
ス
が
誕
生
し
、
す
で
に
完
成
し
て

い
る
レ
ス
ト
ラ
ン
と
併
せ
、
ま
も
な
く
完
成
す
る

宿
泊
棟
を
含
め
て
６
月
２
日
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
の
目
途
が
立
っ
た
。
嬉
し
い
こ
と
に
、
こ
の

オ
ー
プ
ン
式
典
に
は
地
方
創
生
担
当
大
臣
と
し
て

お
世
話
を
い
た
だ
い
た
石
破
茂
代
議
士
が
駆
け
つ

け
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
そ
し
て
、
荻
町
で
は
特
産
の
ト
マ
ト
の
収
益
が

飛
躍
的
に
伸
び
て
い
る
こ
と
に
加
え
て
、
昭
和
47

年
か
ら
工
事
が
始
ま
っ
た
大
蘇
ダ
ム
に
つ
い
て
も

紆
余
曲
折
を
重
ね
な
が
ら
も
来
年
度
完
成
の
運

『
住
ん
で
よ
し

　訪
れ
て
よ
し
』の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

び
と
な
っ
た
。
農
業
後
継
者
の
誕
生
も
相
次
い
で

お
り
、
少
子
・
高
齢
化
、
過
疎
化
の
克
服
に
地
場

産
業
の
振
興
が
何
よ
り
大
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
教
え
て
く
れ
る
。

　
良
き
に
つ
け
悪
し
き
に
つ
け
、
時
代
の
う
ね
り

が
地
球
規
模
で
渦
巻
い
て
い
る
こ
と
を
感
じ
て
い

る
の
は
私
だ
け
で
は
な
か
ろ
う
。

　と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
随
分
皆
さ
ん
に
は
ご
心

配
を
お
か
け
し
て
き
た
が
、
竹
田
市
立
こ
ど
も
診

療
所
も
玉
来
に
新
築
し
て
４
月
22
日
に
再
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

　
以
前
、
13

年
間
も
小
児
科
医
が
不
在
だ
っ
た
竹

田
市
で
あ
る
が
、
私
が
就
任
し
た
直
後
か
ら
も
不

在
が
続
い
た
。
竹
田
医
師
会
病
院
で
開
設
さ
れ
て

い
た
小
児
科
で
あ
っ
た
が
、
色
々
な
事
情
か
ら
閉

鎖
さ
れ
た
か
ら
だ
。
多
く
の
市
民
か
ら
切
望
す
る

声
が
届
き
、
当
時
大
分
大
学
の
泉
教
授
の
特
別
の

取
り
計
ら
い
で
医
師
が
派
遣
さ
れ
、
全
国
的
に
も

珍
し
い
市
立
の
こ
ど
も
診
療
所
と
し
て
開
院
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　
そ
の
時
派
遣
さ
れ
て
き
た
の
が
現
在
の
高
野
医

師
で
あ
っ
た
。
以
降
、
10

年
間
懸
命
な
仕
事
を
し

て
い
た
だ
き
、
診
療
所
の
新
築
に
も
貢
献
い
た
だ

い
た
。

　
高
野
医
師
と
は
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
、『
内
に

豊
か
に
外
に
名
高
い
』
ま
ち
づ
く
り
に
邁
進
す
る

覚
悟
で
あ
る
。
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令和新時代を翔ける ほか

高
校
生
ロ
ボ
ッ
ト
相
撲
に
か
け
る
情
熱

自分の道は
　自分で正解にする

有限会社グリーンファーム久住

　取締役次長　荒牧 大貴さん（29歳）

↑「全日本ロボット相撲大会2018」の高校生の

部自立型で優勝した大分工業高等学校３年の

内田翔真さん（右）と上田征尚さん

↑医師から贈られた言葉で、次の一歩を踏み出せたと話す荒牧大貴さん

　
「
機
体
の
ぶ
つ
か
る
衝
撃
と
一
瞬

で
決
ま
る
勝
敗
が
魅
力
」―

未
来

ロ
ボ
ッ
ト
工
学
研
究
部
に
所
属
す

る
大
分
工
業
高
等
学
校
３
年
の
内

田
翔
真
さ
ん
（
久
住
中
出
身
）
と
上

田
征
尚
さ
ん
の
チ
ー
ム
が
、
昨
年

12

月
に
福
島
県
で
開
催
さ
れ
た
「
全

日
本
ロ
ボ
ッ
ト
相
撲
大
会
２
０
１

８
」
の
高
校
生
の
部
自
立
型
で
優

勝
に
輝
く
と
と
も
に
、
県
に
顕
著

な
功
績
を
残
し
た
個
人
・
団
体
を

表
彰
す
る
「
２
０
１
９
大
分
合
同

新
聞
社
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
自
作
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
力
士
を
技

術
と
ア
イ
デ
ア
で
戦
わ
せ
る
「
ロ

ボ
ッ
ト
相
撲
」。
相
手
の
動
き
を
研

究
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
戦
術
を
組
み

込
ん
だ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
ロ
ボ
ッ
ト
に
イ
ン
プ
ッ
ト
し
て

戦
う
「
自
立
型
」
は
、
操
縦
者
が
そ

の
場
で
戦
術
を
選
択
し
、
相
手
の
ロ

ボ
ッ
ト
を
土
俵
外
に
押
し
出
す
こ

と
で
勝
敗
が
決
ま
り
ま
す
。

　
地
区
予
選
で
上
位
に
入
賞
し
、

初
め
て
全
国
大
会
の
出
場
権
を
獲

得
し
た
２
人
と
愛
機
「
秀
麗
Ⅰ
」。

「
目
の
前
の
相
手
に
勝
と
う
と
一
戦

一
戦
集
中
し
た
」
結
果
、
次
々
と
ラ

イ
バ
ル
校
を
撃
破
、
初
出
場
初
優

勝
の
偉
業
を
達
成
し
ま
し
た
。
先

輩
た
ち
も
な
し
得
な
か
っ
た
優
勝

に
「
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
。
大
会
前

は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
調
整
に
多
く
の

時
間
を
要
し
た
が
、
対
戦
相
手
の

動
画
を
撮
る
な
ど
協
力
し
て
く
れ

た
仲
間
、
相
手
の
ロ
ボ
ッ
ト
を
は
じ

き
出
す
ブ
レ
ー
ド
の
微
調
整
な
ど

機
体
の
整
備
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
く

れ
た
先
輩
や
先
生
の
お
か
げ
」
と

話
す
内
田
さ
ん
は
、
大
会
２
連
覇

を
次
の
目
標
に
掲
げ
る
。
ま
た
、
昨

年
は
一
般
も
含
め
た
大
会
の
上
位

者
が
出
場
で
き
る
世
界
大
会
に
出

場
し
た
も
の
の
、
す
ぐ
に
敗
退
し
て

し
ま
い
悔
し
さ
を
味
わ
っ
た
そ
う

で
、「
世
界
一
に
な
っ
て
リ
ベ
ン
ジ

し
た
い
」
と
熱
い
思
い
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
相
撲
に
青
春
と
情
熱

を
注
ぐ
内
田
さ
ん
と
上
田
さ
ん
の

今
後
の
活
躍
に
期
待
⤴
⤴
で
す
。

　
「
コ
ケ
ー
コ
ッ
コ
ッ
コ
」―

標
高

８
０
０
メ
ー
ト
ル
の
高
原
に
元
気
な

鶏
の
鳴
き
声
が
響
く
。

　
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
採
卵

養
鶏
農
場
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
久

住
（
久
住
町
）
で
、
父
親
の
荒
牧
洋

一
社
長
の
背
中
を
追
い
、
経
営
の
道

に
進
ん
だ
大
貴
さ
ん
。
平
成
の
最
初

の
年
に
生
ま
れ
、
新
し
い
令
和
の
時

代
に
羽
ば
た
こ
う
と
す
る
大
貴
さ

ん
の
思
い
を
聞
い
た
。

◆
　
　
◆
　
　
◆

　
久
住
町
白
丹
生
ま
れ
。
久
住
中

学
校
、
竹
田
高
校
と
進
学
し
、
大
学

で
は
経
営
を
専
攻
。
卒
業
後
は
人
材

育
成
・
研
修
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会

社
に
就
職
し
、「
１
年
の
半
分
は
海

外
赴
任
。
い
ろ
ん
な
国
の
文
化
に
触

れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の
方
と
接

し
、
糧
に
な
っ
た
」

　
新
し
い
店
が
増
え
た
り
、
城
下
町

が
整
備
さ
れ
た
り
、
帰
省
す
る
た
び

に
感
じ
て
い
た
新
し
い
波
。「
経
営

を
引
き
継
ぎ
、
代
が
替
わ
る
に
は
最

低
で
も
10

年
か
か
る
。
還
暦
を
迎
え

た
父
の
も
と
で
学
ぶ
の
は
今
だ
と

思
っ
た
」
と
、
27

歳
の
と
き
に
帰
郷

を
決
意
。
11

人
の
社
員
が
働
き
や
す

い
環
境
づ
く
り
に
力
を
注
ぐ
と
と

も
に
、Ｇ
Ａ
Ｐ（
農
産
物
の
生
産
工
程

管
理
）
認
証
の
前
段
階
と
な
る
取
得

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ス
テ
ム
の
確
認
を
受

け
る
な
ど
、
新
た
な
試
み
を
始
め

た
。「
認
証
を
受
け
れ
ば
、
東
京
五

輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選
手
村
で

使
用
す
る
食
材
へ
の
提
供
が
可
能

に
な
る
」
と
期
待
を
込
め
る
。

◆
　
　
◆
　
　
◆

　
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
憧
れ
、
屋
根
に
寝

転
が
っ
て
上
空
を
通
過
す
る
飛
行

機
を
眺
め
る
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
荒

牧
少
年
。
幼
い
頃
か
ら
目
が
悪
く
、

現
在
の
医
療
で
は
治
ら
な
い
と
言
わ

れ
た
大
貴
さ
ん
は
、
大
学
卒
業
を
前

に
「
こ
れ
が
最
後
」
と
決
め
、
病
院

を
受
診
。
担
当
の
医
師
か
ら
「
私
も

パ
イ
ロ
ッ
ト
の
夢
を
諦
め
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
。
そ
ん
な
私
に
で
き
る
こ

と
は
何
か
と
考
え
た
と
き
、
医
師
の

道
を
志
そ
う
と
思
っ
た
」。

　
帰
り
際
、
そ
の
医
師
か
ら
渡
さ
れ

た
手
紙
に
は
「
自
分
の
道
は
自
分
で

正
解
に
す
る
」
と
綴
ら
れ
た
言
葉
。

「
夢
だ
っ
た
パ
イ
ロ
ッ
ト
。
他
の
道

で
も
自
分
で
決
め
た
道
を
信
じ
て
、

次
の
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
」
と
、
強

い
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
と

振
り
返
る
大
貴
さ
ん
。

　
祖
父
が
付
加
価
値
を
生
み
、
地

域
振
興
に
つ
な
が
る
産
業
に
し
よ

う
と
始
め
た
養
鶏
。「
知
る
人
ぞ
知

る
卵
か
ら
、『
久
住
高
原
で
育
っ
た

平
飼
い※

卵
』
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

戦
略
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
医
師

か
ら
贈
ら
れ
た
言
葉
を
胸
に
、
力
強

く
先
を
見
据
え
る
。

※

全
国
で
も
数
少
な
い
ヒ
ナ
か
ら
放
し
飼

い
で
飼
育
す
る
養
鶏
。
開
放
的
な
平
飼

い
鶏
舎
で
飼
育
さ
れ
る
鶏
は
、
自
然
に

近
い
状
態
で
の
び
の
び
と
育
つ
。

令和新時代を翔ける第１回

あら まき たい き

し
ょ
う
ま

せ
　
な
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山
地
の
林
内
の
湿
地
に
生
育
す

る
高
さ
15
㌢
ほ
ど
の
茎
が
赤
く
て

四
角
い
多
年
草
で
す
。
花
の
あ

と
、
長
い
走
出
枝
（
地
面
を
つ
る

状
に
は
う
）
を
伸
ば
し
ま
す
。
本

種
は
イ
ワ
ボ
タ
ン
の
変
種
で
す
。

　
対
生
の
葉
は
卵
円
形
で
粗
い
鋸

歯
が
あ
り
、
大
き
さ
は
長
さ
27
㍉
、

幅
が
22
㍉
ほ
ど
で
、
花
後
の
葉
は

色
が
独
特
な
緑
白
色
で
表
面
は
葉

脈
が
斑
紋
状
に
白
く
目
立
ち
、
裏

面
は
す
べ
す
べ
し
て
い
て
光
沢
が

あ
り
ま
す
。

　
春
の
頃
、
花
弁
と
見
ま
が
う
鮮

黄
色
（
写
真
）
の
苞
（
つ
ぼ
み
を
保

護
す
る
葉
の
変
形
し
た
も
の
）
の

上
に
紅
褐
色
の
４
個
の
が
く
片
を

直
立
さ
せ
、
雄
し
べ
の
葯
（
花
粉

の
入
っ
た
袋
）
が
暗
紅
色
で
美
し

い
径
６
㍉
ほ
ど
の
花
を
４
〜
５
個

咲
か
せ
ま
す
。

　
和
名
の
由
来
は
種
子
を
入
れ
た

さ
く
果
（
裂
け
て
開
き
種
子
を
散

ら
す
果
実
）
の
は
じ
け
た
形
が
、

昼
間
閉
じ
た
猫
の
瞳
孔
に
似
て
い

て
、
花
期
に
く
す
ん
だ
褐
色
模
様

の
葉
を
つ
け
る
の
で
汚
れ
猫
の
目

の
名
が
あ
り
ま
す
。

　
竹
田
で
は
、
ま
だ
観
察
さ
れ
ま

せ
ん
が
、
祖
母
山
系
の
標
高
の
高

い
宮
崎
県
境
の
水
の
湧
く
小
さ
な

湿
地
で
稀
に
観
察
さ
れ
ま
す
。
花

期
は
４
月
で
す
。

ヨゴレネコノメ（ユキノシタ科）
阿孫  久見
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